
案手の歩也学

第 4 

1 972 

Eコ
τヨ

岩手 県 地 学教育 研 究会



目 次

。「ベタ雪Jをとも在った南海低気圧(4 7年 1 月)~よる県南地域の森林災害を見て

岩手大学 畠山佳代子・照井一明・高橋一男・吉田秀一-……..………・ 1

0高層大気Kついて(4 7年 5月25日の講演要旨) 盛岡地方気象台長内川規一…・…....・H ・..3 

。噴火後の秋田駒ク岳 岩手大学 照 井 明・…・…・…・…・・・ 4 

。脱線の地学 盛岡四高 佐藤 洗…・・……・…… 7 

。韓国地学巡検記 岩手大学教育学部 橘 行一-…………… 11 

。岩手の地質鉱物関係の文化財(第 5回) 岩手大学工学部 村 井 貞 允 … … … … … … 15

。〔解説〕新しい時系Kついて(ウルウピョウとはどん左病気か 1) 

教育センター 横沢 nu 
n
ζ
 男

。白鳥川蹴域日曜巡検(化石採集) 盛岡三高 佐藤利美・H ・H ・.....・ H ・.23

。地学ニーース(4 5年 9月-47年 5月)……….......・H ・…・…....・H ・-…....・H ・....・H ・....・H ・.......…・・…・……・・. 27 

0行事bよび会計報告 -………H ・H ・-…・・………….....・H ・........・H ・....・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ー ・31 

編集後記・央付

昭和47年 1月の「ベタ雪 Jの災害〈表紙写真説明〉

南海低気圧Kよる「ベタ雪JのためK、本年 1月中匂K、県南一帯を中心として、杉林の多〈が

8 0 年~_.，くんとも言われるほどの記録的左珍らしい気象災害を受けた。 との写真は県南でも北

上川沿いKある黒石町の南方Kある下柳という所で撮影した杉林の災害状況である。とのよう左被

害はさらK南部の母体や長島地区の山林のいたる所で見られ、と <tc10-20年位の杉の幹の中

ほどから裂けたb折れまがったbしているものが大へん多かった。 とれらの「ベタ雪 J~関して

は、気象災害上から岩手県では今迄Kあま b経験した事の左い被害を出したので、盛岡地方気象台

長の内川先生Kは講演の中でと<~解説をして頂き、また会員の中で若干調査を試み、その結果を

報告したので、本誌K掲載をした。



「ベタ雪」をともまった南海低気圧(4 7 
年 1月〉による県南地域の森林災害を見て

岩手大学 畠山佳代子・照井一明・高橋一男・吉田秀一

1月15日夜から 16日朝Kかけて降った、いわゆる「ベタ雪」のためK、総額52億円K及ぶ県下では

とれまでに経験しまかった程の大き左森林災害が発生した。

筆者らは平泉東部の束稲山西側の山腹一帯から北部の母体・黒石Kかけて災害状況を見たのであるが、と

れらの区域が今回の県南の災害地域の中心部から比較的離れた周辺区域であるKもか〉わらず、表紙の写真

図版で見るようKかま bの被害を出している事を知った。

，盛岡地方気象台発表Kよれば、 1月 14日夜K台湾東方海上K低気圧(俗K言う台湾坊主)が発生し、 16

日 6 時Kは関東地方東方海上で 996mb~達した。 とれがさらK三陸沖低気圧として岩手県Kも林業、港

湾施設、水産業K大き左被害をあたえた。今回のようK日本南岸を通るものは「南海低気圧」と呼ばれ、 と

の時の気象状況は第 1図K示されている通bで、非常K大き在、台風左みの低気圧として発達した事がわか

る。

岩手県では、 1 5日昼か

ら雨と左ったが、夜半から

朝Kかけて大雨がさらKみ

ぞれまじbと左 b、とくK

県南地域ではみぞれの積雪

が 60cmから 1m~及ぶ大

雪と在った所も多〈、とれ

が樹木の枝葉K着雪して、

林業上で言う冠雪による災

害と在った。

被害樹木の大部分は杉で、

アカマツがとれK次ぎ、カ

ラマツ・誕E/fcのtまか、さら

K竹のよう K し左やか左弾力性K富んだものまでも折れ曲って埋雪した b、ねじ切れた b している。と<~

冠雪のため折損する杉のパリパリという音がー娩中問えたという所も多かったようだ。母体附近では 1O~ 

2 ocm程度の胸高直径の杉がと<~やられ、押し倒されて倒壊した払ねじ曲げられて折損し、あるいは大

きく裂けて無残念折れ口をいたる所で見せている。 叉速くから山腹の黒い杉林を眺めると、幹の中間でポ

ッキリ折れてとがった幹の白いはだの部分が極めて沢山林立しているので異様左光景を程している。

1) 盛岡地方気象台、 1972、昭和 47年防災業務実施状況報告第 1号



と<K:興味をひいたのは、県下ではメ置は珍らしく左いKもか hわらず、とのよう左波多K起ら左い、県

下の林業として未経験の森林災害が今回の大雪K限ってどうして起ったのであるうかという事であった。そ

とで杉林の冠雪と気象との関係Kついて勉強して見たいと思い、文献を調べた所、農林省林業試験場の雪害

研究室が次のよう在実験結果を報告している事がわかった。 (1952、林業試験場報告、 A1.54).{l厨雪

の極大は深夜から早朝にかけて出現。 (2牌雪中の安温が-6
0C以下あるいは Ooc以上の時は実際上の冠雪

は生長し難い。 (3)降雪中の風速が大き〈在ると冠雪は小さ〈左 b、3.5m/ Sec以上の風速は達すると

冠雪は生長せず。 (4鼠温が Ooc以下でも日射や風があれば冠雪は落下する。 (5撤害をもたらす異常冠雪

は Oocよbも僅かK気温が低いままで持続し、風が少〈多量の降雪のある場合である。 (6庇雷の生長は気

温がーo. 30

Cから-0 • 70

Cのときである。 (7均斉のとれた樹形の杉は冠雪の被害を受ける事が少い。

とれらは樹令 11年、樹高5.8m、胸高直径 1ocm位の杉の幼木Kついて冠雪の状況を調らべた結呆Kよ

るものだが、今度の場合もとの程度の杉の幼木の災害は極めて多かった。そして非常K大き左冠雪の災害を

受けたのである。

雷ははじめ小さ左棄に積るが、やがて小さ左葉と葉の問も雪で埋まって枝葉の雪が結びつ〈ょうK在って

冠雪面積が急K増大し、とれが何回も<9返されるとやがて冠雪の枝が段々大き〈左払ついK大き左枝全

体がー塊の冠雪で被われるようKまる。と<K:今回の知〈暖気でとけた大雪が降って、しかも枝葉K着雪し

やすい状態と在ると、朝方K走ってとれらが凍って容易K枝葉K大量K着雪して落下し左〈在ると共K、異

常K大き左氷雪の重量が次第Kかかる事K左払 ζの異常冠雪でやがて 20年-30年生の杉でも簡単K折

れるよう左結果と在った模様である。し:かし実際Kは、ベタ雪Kよる異常冠雪のほかK、一闘では野菜栽培

用のピ=ールハウスが雪の重みと共K突風も加わって押しつぶされている事や送電線の着宮や切断と共K鉄

塔も倒壊して県南地域で三日間も停電がつづいたというよう念事実を考えれば、今度の森林災害Kは低気圧

Kとも左う突風その他の影響も考慮K入れ左いわけKは行か左い。とのようK今度の森林災害と、ベタ雪で

特色づけられる「南海低気圧」との関係Kついては、左bほかKも良くわから左い点が色々あるらしいので、

今後の検討が必要であると思われる。

林業関係で 1億円以上の被害があった市町村は、県防災課陀よると、住田町の?億 2000万円をはじめと

して以下、大東町、室根村、岩泉町、藤沢町、江刺市、遠野市、千厩町、一関市、東山町、宮守村、安代町、

陸前高田市の 1億 300万円のj慣で、被害地域は県南K集中した。被害を受けた幼木は材木としては売却出来

ず、整理するKしでもとれ叉費用がか hるので、そのまま Kして置〈ほかは左いともいう。かかる災害は今

迄無かったから、予測もせず、対策も講じてい左かったのが実情だが、たった一回の異常冠雪だけで、ーベ

んK長年かけて育成した造林が回復出来まい程の災害を受けたという事K在ると、とれは極めて深刻枯強

だ。

とKかく今度の「南海低気圧」は本県の林産業K今迄K左い大き左災害をあたえたという点で、普通の低

気圧とは異まった変わった型の低気圧と考えられ、地学的に見ても言識されるべき特殊左低気圧であったと

言える。
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高層大気について

( 4 7年 5月25日の鵠演要旨〉

盛岡地方気象台長 内川規一

①蜜川の気温は何故低いか。主.左理由は海抜高度が高いととで、薮JlIは海抜 680m。対流圏では、 1Km上

るどとK乾燥空気で約 10度、湿った空気では約6.5度気温が低〈在る。さらK、薮J11は夜間結射が強くそ

れKよって冷えるとともある。月平均最低気温は、 1月がー 13.3へ 2月が-12.50、 3月がー8.30 で、

最低記録は 1945年 1月 26日で-350
(盛岡ではー20.60

)北海道の寒い所K匹敵する寒さである。

②今年の暖冬Kついて。暖かさでは、昭和 24年K次〈・2番目のもの。平均気温が盛岡では 1月上匂が

-2.7て中匂-3.0。、下句ー2.90 位であるものが、今年は 1月上匂が-1.70、中匂+1.40
、下匂-1.30

であった。昭和 24年の暖冬の時は、 2月の平年値が上匂一2.80、中匂ー2.40
、下匂-1.50というのK対し

てそれぞれ+2.20、+1.2 0、 0.00 という暖かさであった。との原因は、冷たい空気が北のシベリアから日

本tc<るのが普通であるのに、今年は寒気がヨーロッパと極東城Kあb在がら、偏西風が強いととと、南の

高気圧が強力K張bだしたととKよって、その寒気がさえぎられてしまったととKよる。緯度忙して約 30 

即ち日本が 330Kmほど南に移動したよう左もので、冬の終bの状態が冬の最中K起った事K在る。

③台湾坊主陀ついて。今年は 1月中匂K低気圧が2回程発生した。とれらを俗K台湾坊主というが、とれ

は発生場所が尖閣列島付近で冬の気圧配置が暖み、西からの前線の先の方で等圧線が坊主のよう左形にまる

ので、との名前がつけられた。との低気圧が日本の南側K沿って発達し、今年は岩手県K災害をもたらした。

@ベタ雪Kついて。気象用語では「しめb雪」という。。。附近の気温の時K発生するという特徴がある。

上層で乾雪が水分を持つようK左b、-10.......+30の時K氷は 0。であるが、包んだ水の所が過冷却で凍っ

て〈る。との時発生する凝固熱で暖められ、水分が多〈左 b、客下の温度が解消して氷自体が00と在る。

氷と水の聞の温度傾度が左〈左るととで安定し、とれが積み重在って重〈左夕、電線や木の枝K着雪する。

電線の土Kつもった雪は重いため、着雪したまま電線を回転して下Kぶらさがるかっとうに怠る。その上に

さらに着雪する、というととで、電鵡の周囲K着雪が著し〈在払その直径が 20cm位Kも在るととがあb、

電糠切断の一因と走っている。

以上の解説のほかに、更に高層気象の歴史、その内容、問題点、その他Kついて、くわしい講演をして頂

いた。最後に会員からの種々の質聞に答えて頂き、 1時間 30分K及ぶ有益左勉強をする事が出来た事は、

貴重左収穫であったと思う。(畠山佳代子記)
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噴火後の秋田駒ヶ岳

岩手大学 照井一明

日本の安山岩質火山の多くは爆発が強烈で、天K噴き上げる噴煙を見ると、確かに火山というものの巨大

左威力を感じさせるが、近寄る事左どは全〈危険であb、ましてや観察左どは不可能である。ととろが昭和

45-46年の駒ク岳噴火は、大き左危険も左〈、火山弾や溶岩も噴出した上K、と(K:火道の上部で溶岩

がも b上って赤い火柱が豪音と共K立ちはじめる瞬間から噴火の終bまでの全体を、何回も観察させてくれ

た。さらに近接した所K男岳があ払見下るして観察できる左ど、とのよう左噴火はとれまで左かった。そ

れだけK噴火が終って見ると、何か郷愁Kも似た思で、今一度噴火して〈れまいかと考えるのは筆者らだけ

かも知れ左いとしても、盛岡よ b遠〈西方K外輪山と中央火口丘の女岳の頂上を眺めるたびK、かつて噴煙

を上げていた駒ヶ岳が左っかし〈思い出されるのである。

地学教育研究会では、昭和 46年度の最初の行事として、雪も溶けた 7月 18日(日)K:噴火後のとの駒

ク岳がどう在っているかを見るためK巡検を行った。しかし梅雨の名残bもあ払快時で左かった為K参加

者は会報 16号K報告した通b108であったo また女岳頂上も州まじbで視界が良〈左かった。それで、

との後は、会員が各自で登b、その結果は持ち寄って原稿をつく b会誌 4号にのせる事K左った(会報1ア号〉。

しかし実際は会員の方々から情報が頂け左かったのが実情で、後は止む左〈鑑者ら32交代で全体として 10 

回程巡検を試みて 7月 18日の調査を補うよう Kした。以下誠K不備であるが、一応結呆をまとめて責任の

一端を呆す事Kし、ととでは主として噴火口の周辺部と火山噴出物その他Kついて 2 • 3の観察できた事を

述べたい。

昭和 46年 1月29日の噴火を音調してから確か左噴火は知られてい左いが、雫石の山岳パトロールの人

Kよると、噴火音は 5月下匂近(K:も問えたと言っているので、 1月29日が噴火の最後かどうかはっき b

し左い点もある。とKか〈実質的左噴火が終ってからの噴火活動が岩手日報K報ぜられのは次の通bであるo

4月20日K震動があb地鳴bと共K噴気ガスが上ったo 4月27目、爆発地点よ b東南約ぉomの所から

多量の噴気ガスの出ているのを確認、地熱 80・c、002、00が検出された。 5月 1目、噴火口周辺のあち

とちから火山ガスが発生、そのうち 6地点で 10m程の強い噴気ガスが昇っているのが見られた。

5月 17目、噴煙が上ったという情報があ905月27日、地熱は 356-4430Cで部分的K高いo 6月 1

日、地鳴b、黄色っぽい噴煙を目げきしたという情報があるが、現地ではガスのため観測出来ず。 10月2-D目、

田沢湖役場の観光課で噴火口よ b黒煙が昇ったのを目撃したという。との新聞記事で、黒煙が上るのは爆発

の証拠とも在る火山灰の噴出と関係、があるので在いかと考え、筆者らは翌 21日K役場K行き、目撃した人

よb直接話を聞いて事実かどうか確めた所、確K黒煙がのぼったのを見たという事を確認した。しかし 21 

1) 小野寺凌次(川崎中〉、佐藤利美(三高)、高橋北英(教育センター)、

岩手大学(橘行一、照井一明、稲舟仁、加藤章、鈴木教市、吉田秀一〉

2) 照井一明、吉田秀一、稲舟仁、橘行一
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自の現地踏査の状況では、火山ガスの噴出はあが、火山灰の噴出の有無は確認出来左かった。

むしろ状況は 7月 18日とほとんど変化が左かった。とれらのように、 4月以降の噴火活動Kついては、

在最疑問K思う所が多いが、現在の段階では何んとも言えない。

女岳頂上の 6箇の主左噴火口の中で、西側寄bのものが燥発したのであるが、結論から云うと、噴火当時

の噴火口は、絶えず変化している事もあるが、全体的K現在残されている噴火口とは異在っていると考えて

居b、その当時の状況Kついてはやはbその当時観察されたものが重要であると思う。

現在の噴火口は図K示したよう左形と大きさをもってj;，...!J、大体50

x70m位の陥没地形をつ〈っている。との中にと <K凹んだ部分が 4

ク所ほどあ払いずれも火山岩塊の噴出物で埋まった、すb鉢状の形
情、

~ 

;10m 
賞

式

認
h
u
 

省
拘

第 1図女岳の噴火口略図

をしているが、図のAのものが最も深〈、東側の一番高い火口線から

15 m位の深さK落ち込んでいる。しかしとの部分Kは、現在は地熱

も感ぜられず、ガスも発生してい左いばかbか、そとKは既Kトンボ

や蛙左どさえ見られた程である。た Y形よ bすれば、やは!JAの部分

が噴出活動の中心であったようK思われるが、もちろん火口底のよう

左ものも推察すら出来左い状態Kある。現在温度が高<100
0C位の地

熱で、多分水蒸気が主であるうと，思われるが、白色の噴気ガスが立ち

のぼっているのは、図のx印の部分であって、火口状の凹んだ箇所では左い。と <K噴気孔の周辺の岩石が

白色~費色(硫黄分のためか )K在っている所はさらに温度が高〈、手で触れても可左 bの熱気が感ぜられ、

持参した温度計ではBの箇所では 234oC K達した。 また田沢湖町役場で Cの箇所附近を測定していたが、
3) 

現在では噴火口の中でと込が一番高〈、 4000
.......600 oC位の可左 b高い地熱をもっている。 800

.......9 0 oC位の

地熱は、との噴火口内だけで左〈、図の東側の噴火口の外側のD附近でも測定され、噴気ガスが絶えずのぼ

って、遠望すると白い噴煙のようK見える。

昭和 45年 11月 19日の噴火当時は、火道からも b上ってくる溶岩のためK現在のようK火口地形は陥

没して告らず、流動している溶岩の他が出来ていて、とれが噴火口の西端の壁をつき破ってトンネル状の部

分から溶岩流として流出していたと思われるのであるが、現在はとれらの箇所は全部崩落して恥ムただ溶

岩の巨塊が累累と積み重在っているばかbで、かろうじて当時の状況が推定されるのみである。

火山噴出物は溶岩については会誌 5号K述べられているので、と ~Kは省略するが、噴火Kよって飛散し

たものは角ばったものが大部分で、固結したものが噴出された火山岩塊、火山傑と軟かい状態で噴出された

著しく多孔質のものとがある。とれらの中Kは流動した跡をと Yめているものも多い。久野久の「火山台よ

び火山岩」の分類Kしたがえば、岩津(スコリア〉質のものが多いという事K左るo とれらのスコリ 7質の

岩塊は不定形のものが大へん多いし、大きさも噴火当時K男岳から遠望したようK、大きいものでは「トラ

3) 東京工大の小坂丈予助教授の依頼Kよるもので、未発表の資料であるから、と込Kは大体の所を記

してj;，"<KとYめたい。

-5-



タタ J大の巨大左ものから、小は火山傑程度の大きさのものまで種々であって、何れもその当時は赤熱の流

動性を帯びていたものが多かった。しかし叉、中Kは数は少いが、特有の形態をもった火山弾も見られ、や

はbとれまでのパン皮状火山弾型のものが多〈目Kついた。玄武岩質火山K多い、コッペパンのよう左紡錘

状のものは、ほとんど見られ左いが、球状や平板状、棒状にふ〈れたもの、牛糞状のもの左ど種々のものが

あ払周縁部地帯〈め〈れたよう在ものもある。とれらは何れも噴火当時は流動体で火山ガスを多量Kとけ

とんでいたのが、発泡してふ〈らんだ形をとるようK在ったものが多いようだ。

とれらの噴出物は横長根や大焼砂までは飛散してbらず、東側では横岳の北縁を巻いている登山道附近か

らポツポツ見られ、女岳K近づくと急激K多〈在る。女岳北東斜面では、 10m四方の枠をきめて個数を費支

えて見ると、約 80.......150個位で、小さいものまで入れると 200個以上K争よぷ。平均 30cm大程度のもの

が多いが、少し大きいものでは 2.5x 1 x 1 m
l

位のものもある n 女岳の周縁部の中腹以上は火山噴出物は多

いが、上付近では全〈噴出物だけで埋めつくされているo形態が良〈わかるものでは、 10 x 4.8 x 2 1lfの

ものが、噴出物としては最大で、とれもやはb著し〈多孔質であった。

溶岩やスコリ 7質火山弾の中Kは 1cm大の灰長石の結晶が見られる事があるが、とれらは岩手一駒ク岳

系統の火山の安山岩の中Kもとれまで見曲されている。まだ正確K屈折率は測って左いが、n、は大体 1.5887

と1.5808 の問Kあb、灰長石Kは間違い左いようだ。とのほかK会報 16号にも報告したどとし白色~

灰白色の角ばったゼノリスと思われるものが噴出物中K時々あb、大きさは普通 5-10cm程度であって、

多孔質、ち密左もの色々だが、庖理は明瞭K見えるものがある。国見温泉の登山口Kも類似した白色タフが

露出しているが、ゼノリスはやはb基盤岩から由来したものであろう。

駒ク岳も今は静かで、 2度目の冬を迎えている。噴煙を上げて活動していた頃を思えば夢のようであるが、

出来る走らやはbもう一度噴火をして貰いたいし、その時は本当K今度とそいろいろ調べて見たいと思って、

秋色も濃〈まった女岳をふb返b左がら、何時も外輪山を下って帰ったものであった。

60.年の伝統が生み出す・・……・

束書の教科書
小学校用

中学校用

あたらしい理科

新しい科学

学校用 j物理I・化学I
l生物I・地学I

東京書籍株式会社東北支社
仙台市中央1丁目2-3・第1ピル

TEL⑮8458-9 
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脱 線 の 地 学

盛岡四高 佐 藤 洗

私は、気が散b易いというのか、すぐ話が横道へ外れてしまい、道草やら脱線やら手がつけられ左い。授

業でも、思いつきの行当 bばった bで脱線もひどいから、進度もbそい。いったい、私は年開通じてどれだ

け脱憩をしているだろうか。記憶を辿って、言閣をしてみようと、実は思、い立ったわけである。主左ものだ

け、恥をしのんでど紹介しよう。では・・・・・・・・。

.四月第一声:一一一先ず自分の姓名を黒板K書<0r私の姓名はどらんの通!Jo姓の方は、あbふれて

いるが、下の方はちょっと珍らしい。 350円位の辞典Kは戴って左いナ。音はコウ訓はいろいろあるが、私

の場合はヒロシと統んでもらっている。意味は、海が広〈深〈且つ光っているさま、というのだ。海は広い

を大きい走。・・・・ととろでその海だが、在んぽ〈らい広いのか在。地表の 70%?君、測ってみたの?本K

かいてある?ソウか。深さは?・・・・あ hよ〈知ってるね。それじゃね、ウルトラブルドーザか何かで地表の

凹凸を左らしたとしたらどう在ると思う? もちろん世界中は海K在るが、その時、作業-終b、御苦労さん

と言ったとたん、そのプルは 2400mの海底KいるととK在るんだそうだ。私が計算したんじゃ左い。とれ

も本K書いてある。ついでK海がどうしてウミ左のか考えてみたまえ0 ・・・・生物のふるさと、生物が最初K

うまれたのが海だそうだ。母在る海っていうだろう。うみの母っていうだろう。(生徒は、信用し左いぞ、

という顔をする〉一一ーまあ、地学在んてのは、デカイ話だの、逆K、ノミのキンタマのシラミと bみたい

左話だの、スクールが色いろ行ったbきたbするし、ホラも吹けるし、面白い科目だと思う。ホラとウソを

混同したらいけ念いよ。他人を傷つけるのはウソで、楽しませるのがホラだ。どえらいホラ吹<~は創造力

が必要。地学でそれをきたえてくれ。」 とのあと、大学試験Kは地学を選択し左い方が良いとか、私は

受験の地学を教える自信が左いとか話して終る。

.誤字あれとれ:一一一一期のテストのあと、答案K現われた誤字K関して話をし、注意する。まずく火

口岩> rとれは面白い。意外Kとう害〈奴が多いぞ。ひょっとして、花働岩を火山岩と思っている者共

かもしれ左い走。ハイ次、く体積岩> 体積とは、いわばボリュームだ。ポリューム岩で何だ? ~次、

く永河> エイガ? 氷河のつも bだろう。点の位置左んかどとでもいいというととか。叉、とん左のも

あるぞ、く降起〉 隆起のつも bだろうけれど降と隆では、下と上のちがいだ。次は、あれほど言ったの

に・・・・というもので、く中性代〉 中性は二ュートラルだ。バイクの背ランプ?・・・・ メソゾイァク何と

やらと話をしたろう。皆笑っているけれども、以上は各クラス数人は必ずあるエラー左んだよ。漢字をもっ

と科学的K卦ぼえて〈れ左いか。そのほうが楽しく会ぼえられると思うんだが左あ。」

.カンランセキ:ー一一「諸君、カンランセキの意味考えてどらん。キャベツみたい左石か左? 見物席の

ととか左? 実は徹椀石(板書する〉だ。オリープのよう左石というのか左ア。原名はオリピンだ。どうせ

カタカナで寄〈んだったら、オリピンでもよかったわけだ。 J

.見かけの傾斜:一一一「諸君は見かけという語が不得意のようだね。走向K垂直左断面だけを見た人と、
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走向K沿う断面だけ見た人と議論したら、との喧嘩、呆し左い走。とれK似た話、あるだろう 1Jと問えば

「群盲と象の話だ・・・・」のささやきあ90rそうだ。し;かし、近頃の若者Kもそん左手あいがいるぞ。物事

の片面し:か見左いで、バカの一つ憶えで、しかも皆K解らまい言葉を使って街頭でガナっているのがね。あ

ん左若者はパカモノ左んだ。 WAKAMONO-とれ、 ドイツ語風K読むとグアカモノ左んだよ」

.地下水・泉 :ー一一一「呆のとと springというね。ほかKどん在意味ある 1J rパネ Jr春」・・・・・・

「それらK共通する状態は 1Jややあって「弾んだ感じJrそうだ、成程oポヨヨオンだ左。そのポヨヨン

の泉左んて君達見たとと左いだろう。私はあるぞ。岩手山麓K、トラウトガーデンてあるだろう。昔あすと

Kは、土地の人が“ジャドスンズ"といった『盲清水』在る巨泉があったJ r地下水脈が道路の切通し

の為K断たれた処o よく水がじくじく湧いてるね。樋K集めて桶K落して、カンヅメの空かん左んか置いて

ある。私はカンで飲むのはカナク臭くていやだから、フキの葉つばを探してきですくって飲む。フキの香b

が何ともいえ左い走。」 ととで、実は大脱線をする。フキの葉の用途から野誕の話K発展し、野糞の技

功、野糞有用論、物質の循環。人工廃棄物と汚染e七e一一長〈走るので省略する一一一。

.正逆裏表Kついて:ー一一一「昔、私は松尾鉱山にいた。ヤマの子供らは、“盛岡K行〈と、岩手山がす

っかb裏から見えるよ"と言ったので、私は驚いた。でも考えてみると、裏表とか正逆とかいうのは、決め

方志ので、もし新潟が日本の首都だったら、東京左んか裏日本の江戸Kすぎ左いベ走。 正断層、逆断層

左んてのも、逆K命名したってbかし〈左いんだ。それよ bもっと確か左命名のしかたがまいか、考えてみ

るよ。うん、力のかかb方で考えるといい」

.造山運動父子:一一一「地背斜と地向斜の偽係は、動物の親子関係と似てる左。まてよ。むしる動物の

方で地殻の真似をしているのかもしれ左いぞ。地向斜が山脈K在るまでKいろん左事がある走。親父のスネ

散々噛って、成長の段階ではニキピ出したb暴力ふるった払そしてやっと立派な山K走った時は、もう親

父のほうはしょぼ〈れてしまってる・・・・」

.地層累重と新聞がみ:一一一「新聞が室の隅Kどんどん重っていく。ととるが何日か前のやつをふと見た

〈走るとともあって、そん左時、大体どのへんをひっく b返せばいいか見当つけると思う。古いのは下Kあ

る在。(声あb アタリマエ11) 地層累重φ法則左んていうのは、まずそん左ととだ。ととるで、新聞

シ-
と新聞紙と新聞がみと、ニュアンスど ζ違うか言ってみるJrハイ、新聞はとれから読むので、新聞紙は弁

当包むので、新聞がみは、汚ねえもの拭いたやつJ

.化石の定義:一一「化石を英語で fossilだそうだ。 fossamagnaとも似てる走。どっちも、

掘られたもの、掘られた溝、そんなととK関係あるらしい。要するKフオられたんだ。だから、化けた石で

も、石K化けたものでも左い。過去の生物の遺体、印象、生痕であればいいらしい。地質学ではそう定義し

ているらしい。しかしとの過去の生物てのがむづかしい。ゅうべ死んだ爺さんだって過去の生物だベサ、と

言われると、そのへんで叉定義が生れて〈る。一一一略一一ー」

.しかともKついて:一一一「凝結核は、海洋上で 1cm3(tL100個ぐらいしかない、と本K書いであるね。

ととだけ読んで、 100個もある、と思った人左いか。ハイ次の頁。工場地帯じゃ数百万個もある、と。とれ，
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で前の 100個のしかが生きでぐるんだね。まあそれKしても、数百万個とは駕きだね。パカポンのパパみた

いK、鼻毛モーレツゆさゆさで左いと生きられ左い感じだ左」

.アダムとイグ:一一一-とれから話すのは神話だからそのつも bで・・・・。アダムとイグは神の怒T(tCふれ

てからは、働かまいと食え左〈在った。要するにとれが人聞のはじま bだ在。何もせずK本能のまま と

いうととはつま b、すべて神の意志のまま K生きてbれたとき、ヒトはまだヒトでは左かった。それからは、

いつでも好き走事、自分の意志でやれるかわT(tC、自分でシマツつけたbコントロールしたb、労働と自主

規制の生活をせざるをえ左〈在ったわけだ。君ら、生年月日ちょっと言ってみる。ホラ、大体年間通してパ

ラリと散ってるね。という ζ とは、人聞の佐欲左んてものは、季節K関係左い。犬猫みたいK繁殖期きまっ

て左い。ネコは自然、Kコントロールされるから破践し左い。君ら、自分で考え考え規制し左かったら破載す

るぞ。動物左みに好き勝手やってたら破滅だ。外から何の規制も左い生活は、実は苦しいととだ走。でも、

それをやれ左かったら人間じゃ在いし、本当の自由も得られまい。自由はつらい0 ・・・・略・・・・」

.繁栄とは何だ? :ー一一一「人類もどうやら誠亡寸前という感じのするとの頃だ。何と左〈特殊化の兆が

みえる。文明とかいう奴.が、ヒトから離れて特殊化、放散、の道をたどってまいか。繁栄まんでホイホイす

る左。それは波亡の前兆だ。奇型化した文明のために俺たちは滅ぼされるんだ。しかし、人間だけは、他の

動物とちがって、“反省"をするととが出来る。きっと自分で、自分達と地球とを数う方法を考え出すKち

がい左い。その知恵K期待しよう。」

.安定・不安定:一一「殆どすべての物質や物体は、安定を求めて変化し、運動する。とれでいい、と思

って横K左っても、すぐ寝返タをうつ。青年は不安定だ。不安定だから背年だ。不安定だからエネルギーを

持つ。若いくせK下タ腹出して安定づらした奴は青年じゃまい。逆K生涯、何か追求するものを持ち続けれ

ば、その人は死ぬまで背年だ。山だって、隆起の続〈限b老化し左いだろう。侵食K敗ければさっさと老化

するだろう。」

.雨ゆじゅ:ー一一一「雪が雨K左bかかったのK何だ? みぞれか。みぞれの詩、・・・・そうだ、賢治の、

永訣の朝だね。よく知ってる在。そうか、今、国語でやってる。私もあの詩は好きだ。大体賢治の作品は、

地学をやら左いと理解でき左いだぞ。ホントだ。」 ととで、星めぐbの歌とか、精神歌左ど紹介する。

星めぐbは、あとで又引用する 0

.閉塞前綾:一一一「寒冷前線が温暖前穂K追いつ〈と、ホレ、とん左風Kジーと閉じる。とれ、ヘイソク

だ。ちょっとファスナ-(tC似て左いか。あ、君らのやつは、南から北へ閉めるやつだ在。昔はボタンだった。

ひとつ外すと 50銭。あれforgentlemanと彫ってある。そのボタンをセータ-vcつけてる娘さんが

いて、笑ったととあるよ Jr先生、何の話ですかJr在K、あとで解るさ Jそしたら「オレわかったぞJの

声あb。

.台風制御富士山修理:一一一ー「台風の進路曲げよう左んてマジメ K考える奴がいて、とんでも左い話だ。

曲げ方をちょっとまちがえたら隣の国がエラい迷惑する。大体いい気K在って富士山をコンクリで固めると

か、松島を補強するとか言い出すエラい人がいるのは困るんだ走。山だって何だって、とわれて、とわれ具
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合が美しいんじゃ左いか。自然の営みは、人間どとき軽々し〈思い上って手出しする時じゃ老い。だからと

言って、在すがままでいいとも思わ左いし、地殻と生物とのバランスというか、じっ <t考えて、さからわ

ずに共存共栄の道を見つけるべきじゃ左いかJ

.天気予報:一一一「近頃、世の中は分業しすぎた走。昔は天気予報左んて各自がやった。制aら、自分

で出した予報が当ら左かったといって怒ってど左b散らすわけKいか左かった。今は、自分じゃ何も知ら左い

で、みん左気象庁任せ。一見信用しているようで実は原始的盲信だ。だから、すとし外れても、うんと裏切

られた気K在って腹が立つんだ。」

.秋の空:一一一「秋の移動性高気圧は、確かK女心K似てると思う。男心は何って? それは、シベリ

7高気圧型だ走。片や移動性、片や放射性消長型。・・・・今はわから左〈てよい。」

.秋万魚の歌ト一一一「あわれ秋風よ・・・・佐藤春夫だ。 (7、CMソングでやってる、の声)、やがて秋

も深まると、しぐれが降る。漢字でどう当てるか、・・・・ホウよく知ってる。ゃっばb、いま国語でやってる

のか。時雨だ走。とれも佐藤春夫だが、 “しぐれK寄する持情"てのがある。(歌う 0 ・・・・・・告げてbぐれ、

あの人K・・・・の一節あ t)さて、との中の、あの人は、作者から見て、どっちの方角に住んでるのか念。」

「東京ですI/J・・・・思ったよ b答えは多かった。

.フェーンと共に:一一昭和 36年 5月 29目、三陸フェーン火災の話。私は被災者の一人であったし、

その日は、盛岡から宮古までフェーンと共K山を越えた観察記録を、つぶさK話してやる。ついでK、被災

した定時制高校生諸君の健気左復興の意気、隣人愛、夫婦や親子の愛、・・・・失まった物質よ t~，得た隈」

の大きさ、尊とさ、有難さKついて話す。

.海洋と大気の熱交換:一一一「海表面を、 うすい油膜で覆ったら、どん左ととがお・とるか・・・・ Jr最近

日本海で、そん左実験をやらかしてしまった船がいた左」

.デカンシ aの起源:一一一「極では昼夜が半年ずつだが、ひょっとして、デカンショ節は極地方K起源

があるんじゃ左かろうかね。・・・・あとの半トオシイ、寝てエ〈うら 7す・・・・・・」

.太陽の寿命:一一一「太陽は、中位の昼で、寿命はまあ 1∞億年とすると、雄球もとれKつき合ってど

臨終だ。するとあと 30億年ぐらいか走。生物はどう左る? 人聞が、ほかの者ひきつれて他の昼に移転す

るか。しかしそれでいいのかをあ。私左ら殉死のほうをとるだろう在。ほかV亡、良いとと左いと思う。地球

左んてほんとK偶然みたいK何もかも俺たちKとって微妙で索冊しい環境の星だと思う。大事Kしていきた

いね。それはそうと、あと何億年かで地球も生物もbしまいだって知ったら、ゃっばb淋しいだろう。でも

君たちK直接関係、左いんだから、どうでもいい筈だろ。それでもいやか。一一一俺たちの生命っていうのは、

過去何十億年と続いてきたんだけれど、とれから未来へも、もしかするとずっと、すでKつ左がってるのか

もしれ左い。そいつを、ちょん切られると思うから心が痛むんだろうね。俺だっていやだもの。」
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韓国地学巡検記

岩手大学教育学部 橘 行 ー

昭和 46年8月K、日本地学教育学会の韓国地学巡検K参加し、日本K左い岩石や化石を採集する機会を

得た。私は北朝鮮生まれで平壊中学を卒業した関係よ、車騨半島の事はある程度知っているし、終戦前年K

北支那山西省の二畳紀炭田も調査した事もあるので、との機会にも一度行って見たいと思い参加したのであ

る。はじめK日本と朝鮮の地質の比較をしてbとう。

(1) 車聯半島Kは第四紀の火山が少し白頭山・済州島・ウツリ B ウ島の火山が有名であるが、日本のも

のよ bもアルカリ火山岩質のものである。文雄援も少い。

(2) 帯鮮半島の日本海側の迎日湾や吉州明川地域Kは第三系があるが、日本のようK第三系の分布が広〈

左いし、第三紀の火山活動もあま b左い。

(3) 白亜系は可左 b広〈分布し、ジ品ラ系もあるが、全般的K中生層は日本のよう K広範囲Kは分布せず、

多種類の地層や化石の産出はあまりまい。

(4) 朝鮮半島Kは北支那、満州と同じ〈、中部古生層のシルリ 7系・デポン系の発達が左〈、上部古生層

も多〈は陸成屈で、植物化石多産し、炭田も多い。又日本Kは未発見のカンプリァ、オルドピス両系が広〈

発達し化石も豊富である。また層位的Kも明らか左前カンプリ 7代の諸岩層が広〈分布する。

(5) 結晶片岩類は、日本では新期の中生代K生成されたもの

が多いが、朝鮮半島Kは古生代一前カンプリア代K属するもの

が多〈、黒雲母片麻岩類は特K広〈見出される。

(6) 朝鮮半島Kは地下資源が豊富で、日本Kあま b左い鉄鉱

床その他があ払美しい結品の標本左ども多〈産出する。

(7) 西日本の関門層群や花尚岩類は韓国南部Kも同様K見ら

れ、いわゆる上音防炭系は日本でも大陸でも一般に欠けていて、

とのよう在所は関連がある。(但し中国大陸の地質学者は北上

専 山地の坂本沢統左どのPseudoschwagerina帯は上部箔

第 1図 =ースを示す。番号は地名

1白頭山 2.平壌 3.ソウル 4.水原

5.滑州 6.忠州 ス寧越 8;太白山

虫春陽 10.黄池 11.安東 12.慶州

13.釜山 14.済州島 15.ウツリヨウ島 16.対島

炭紀としているようであるから、注意を要する。)

ととろで出発は福岡からであったが、台風 19号のため、関

門トンネルが浸水して九州Kわたれず、車中で 20時間も待機

翠日も出発を一日延期したため、己む左〈日程を短縮した。団

長よ bは「朝鮮」と「京城」の名称を絶対使用し左いという厳

霊ま注意がある。対島の沈降海岸を見てから聞も在〈、釜山K

2 5分間で到着。そのかわ!:lVC下bてから税関検査の方が厳重

で時聞が長くか込った。やはbとhはもう異固に在ったという
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実感がする。ソウルK向う迄の問、パスで海水浴場や国連墓地を見てまわる。海岸の岩石は動岩や緑色の凝

灰岩質岩石で、西日本の関門層群K相当するものらしい。終戦時は船舶兵で私もとの釜山の暁商事まKいたの

だが、りそういう所がどとKあるの治為見当もつか左い。目前の釜山港外で、当昭防弾υ脱出して、飲

まず喰わずで、たどbついた戦友が翌日;船で港を出た途端機雷でやられた事を不図思い出した。

大韓航空(た宝し日本製のYS 1 1機使用)でソウルK向う。搭乗前の金属類の検査が全〈厳重で、所持

品はもとよ b帽子の中まで調らべられ、一台しか携行を許され左いカメラも取b上げられた。みま「よど」

号の影響である。地上の風景はほとんど動か左い感じで、失速して落ちはし左いかと思う。雲の中K入ると

時々ファーツと大き〈機体が落下するので、気持が良〈左い。眼下の地形は老年期だ。運動場でわかるのだ

が、学校の数が多〈、韓国が次代の教育K力を入れている事はわかる。ソウル迄 400Kmを 1時間程で到着。

夕方宿舎のホテルの屋上よ b市街を眺めたが、 30年前よ bピルが多〈左った程度で、大体は見当がつい

た。前カンプリア代の花尉片麻岩類の白い山はだを遠望する。夜企削教育大学の金現法教授と現地指導をし

て頂〈地質の専問家の柳痢和氏を紹介される。地質学の講座はソウル大学と延世大学K設けられているとの

事だ。昔は鷺梁棒というソウル郊外K、地質調査所があったのだ語人今回は見単する暇もまし翌朝出発す

る事K在った。夜左ので市街は見る所も左い。た宝映函館は日本と異左 b繁昌しているようだ。

翌日パスで出発、市内を眺め、南山で前カンプリ 7代の黒雲母花崩片麻岩を採集。山頂でチラッと市街を

見下ろす。ソウ Jレはとれだけで後は何も見左かった。それから先はパスまたはパスで南下する事K在る。ハ

イウェイは立派で、巾広〈、一朝有事の際は飛行場Kも左るとの事。途中、安養で叉前カンプリア代の花岡

片麻岩類を採集。パスは右側通行で、運転手席も反対だ。車体は古〈、日本製のようだが、とれで延々釜山

まで山脈を超え、川を渡b、故障も左〈全〈良〈走った。運転は非常Kうま〈、助手も 2人程ついて〈れて、

本当K御苦労さんであった。途中鉄鉱床を見学し、ジュラ紀の花尚岩を採集。目的地の江原道の箪越に着い

たのが夜 10時半で全〈疲れた。との日は 12時間位はパスにのっていた事K左b、宿のオンドルの部屋K

寝たのは 12時頃であった。途中で夕食K焼肉をたべる。た Yし汁K生血も入れて食べるとうまいと云われ

食べたが、正直の所のどK通b難かった。

翌朝周辺のオJレドピス系の石灰岩らしい崖を眺め写真Kとるが風景が少し異在る。文字はJ、ングルという

韓国の文字ばかbで、鉄道もと込Kあるのだが、駅名もよ〈わから左い。宿の周辺K子供達が集まって来た。

しかし彼等は「イルポン・・・・ナップンサラミ」と話をしている。つま Tr日本人は悪い奴だJというのだが、

まだ悪感情が残っているのかと、子供達の云う事だけK余計Kやbきれない気がする。全体的K一頃よ bは

排日感情は左〈在って居る事は事実だが、我々が田舎K入るの忙は事前K駐在所K連絡しでbか左〈ては左

ら左い事もあるようだ。

今日は南北方向の大白山脈をとえて日本海K近い黄池というこ畳紀炭田のある所まで行〈事K在った。途

中オルドピス系の石炭岩層の上K大不整合で重在っている平安系を車中よ b遠望し左がらスライドKとる。

過疎現象は左いのか、どん左K入った電気の左い所でも田畑や人家がある。山道を迂回し左がらパスは登b

K登る。漸〈峠を越え少し下った所でエンジンを冷却するためK休む。そとは前カンプリ 7代の黒雲母花閥
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片麻岩が露出していた。黒雲母の大きさも 2C1Jl位ある。との中Kは三波川系K多い点紋のあるものがあb、

興味を引〈。ょうや〈大白山脈東側の春陽という所K到着、昼食のソパを食って出発したのが既K:16時 20

分であった。周辺部は花樹岩の禿山で、風景は白っぽい。話をして見ると 40......団代の人は日本語で話して

〈れた。

途中で鉛、亜鉛の接触鉱床である趨花鉱山K寄ったが、槻市の人から日本語で良〈説明してもらう。しか

し現場は見る時聞が左かった。日も暮れてきたが、カンプリ 7系最下部の含傑珪岩層の標本を採集。組粒で

竪硬左石英砂岩質のもので、日本のチャート左どとは全〈異在る。漸〈貴池K夜 9時頃着き、 bそい夕食を

をとる。しかし宿では、我々のためK、タクワンやラフキヨウをつけて〈れたのは有難かった。聞けば戦前

大阪K居先事があるとの事である。今度の巡検ではやはb食物の合わ左い事が、覚悟はしていたが、一番困

った。翌朝附近の山腹を見ると、二畳紀の炭田のポタ山が見え、との平安系の下位Kオルドピスの自〈てか

たい傾斜した石灰岩層があるので、スライドに何枚もとる。附近の鉄道の切割Kは平安系最上部K白亜系の

赫色の慶向層群の傑岩層が不整合で重在っているのがわかる。

8 時15分出発、銅底附近の鉄道の切割でオルドピス系上部の頁岩層から三葉虫をた~ <。全〈大きい。 10cm

位の三葉虫が普通であるb 私も来たかちKはとの大型三葉虫だけは何んとを採集せねばと思いつ hた~ <。

漸<5箇ほど採集できてホットした。短時間のため、も少し採集したかったが、適当在所であきらめる事に

する。筆石も出たようだ。腕足介も出たが、兎K角時聞が無かった。もう少し何とか走ら左かったかと思う。

それから長省という所の河岸で中部オルドピス系の含化石石灰岩層の上K、シルリア系ーデポン系を欠いて

直接中部応炭系の紅庖統が平行不整合K重左っている露頭を見る。

との関係は北車騰や山西省でも見ていたものだが、億単位の長い地質時代を欠いているとのアジアの大不

整合を改めて自のあたTK:見ると感概深いものがあった。とのほか予定では東洋一のタングステン鉱床を見

る計画であったが、問〈所Kよると見学させ左いという事であった。生水は飲め左いので、コーラも飲んで

見たが、食堂では 130円ぐらして高い。

とれからは南下するだけだ。出来るだけ南下しようという事K左b、6時頃迄パスKのb、漸〈安東とい

う所Kついた。夕食前K妓生(キーサン〉の踊hと歌があb、その一人は母親が日本人だと云っていた。今

は日本語はわから左いそうだが、 「女の道は・・・・」とか云う日本語で流行歌をうたって〈れた。又そとの主

人も「荒城の月 Jを日本語で歌う。やは bとの歌だけは覚えていてくれたらしい。今度の巡検で単独で街を

見たのはとの安東だけであった。夜歩いて見ると岸洋子の「希望」のレコードが街を流れていた事があった

し、丁度三橋達也主演の戦争映画が上映されている。翌朝も見たが、 6時というのK散髪屋が開いているの

K驚〈。叉予備校らしい所から丸坊主の高校生が朝早くから沢山出て〈るのK出会った。市役所Kは 30枚ば

かb写真が掲示してあった。全部朴大統領をうつしたものばかbだったが中K一枚だけ当時韓匡助聞の佐藤首

相の写真がまじっていた。

出発の時、宿の娘さんに写真をとって〈れと頼まれ、 2枚ほどスライドでとって、帰国後 2週間程して送

った。しかし直ぐ折返しちゃんと丁寧左礼状が来たのK感心した。
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パスは鹿州K向う。途中漸〈ハイウェイK変b、長かった田舎道から開放される。鹿州は史跡が多い。立

派左大き左王陵が沢山あった。叉東洋最古という 10mばかbの高さの石造の天文台というのを見た。仏国

寺は日本でも白亜紀噴出の花筒岩で知られる仏国寺統から名前としては良〈知られている寺であるが、石造

で国宝級の左か左か印象的左良い寺であった。附近Kは土産物庖が非常K多い。買う物も左いが、中K両錐

の紫水晶を集めてつ〈った灰皿があったので、 8∞円ばかb奮発して買った。附近K紫水晶が多いらしい。

とのよう左両錐の水晶の産状を見たいものだと思った。

翌朝5時頃起き、裏山の吐含山頂迄マイクロバスで登払日の出を見る事K在ったが、 5000円也は少し

か ~þ過ぎるようだ。頂上は未だ暗かったが、 8月 1 2日だというのに、冬のオリオン大星座が大きく東天

Kか hっていて、特徴ある三星も縦K並び、水平線上Kさらにシリウスらしきものも光っていた。頂上の石

仏は花働岩造bで国宝級のものらしし案内の坊さんは日本語で説明して〈れた。かたわらで、ラジオのダ

イアルを廻しているのを聞いていると、日本語の放送が入って〈る。

鹿州から釜山迄は道路は全〈良かった。交通事故はあま b無いそうだが、車の数も少し 80Km位で走る。

道路の両側Kは北鞍鮮もそうだったがポプラが植えられ、 J11の沿岸Kも点々と立っている。JlIは大き〈巾も

広いが深〈左い。のんびbした流れで延々と遠方までつ Yき、遠〈の山はだや崖Kは赫色の白亜紀の慶向層

群の地層が傾斜しているのがそのま h見えていて、向斜構造が車窓から遠望できる事もあった。車内では地

質の説明の左い時は、全州教育大学の金教授K韓国の教育の現況を話して頂いた事もあった。高校は男女別

学で、小学校Kは2年過程の教育大学、中、高校の場合Kは4年過程の師範大学を出て教員忙在るという事

だった。中学では 1--2年で物化、 2--3年で生物、地学をやっているとも聞いた。全体的K韓国も教育に

ついては非常K熱心であるという感じを受けた。

短かったが、それでも生れ故郷K行ったよう左気持K在った事もあったし、いろいろまっかしいと思う事

もあった。しかし近い所であるが、確K遠い国Kまったという感じはやはb受けた。もし機会があって健康

が許す左らば、朝鮮半島で一番面白い北朝鮮の平壊附近の地質をも一度見たいと思いつ h帰ってきた。

追記:会誌の性質上、本来ならば地学の事だけを書くべきであったと思うが、脱線気味と左った。:御詑び

したい。
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岩手の地質鉱物関係の文化財〈第 3回〉

(5) 崎山の潮吹穴

所在地 宮古市崎鍬ク崎 17地割

指定年月日 昭和 14年 9月7日

岩手大学工学部 村井貞允

面 積 固有岩地 42.17ール台よび同地先 100m以内の海面

崎鍬ケ崎日出島部落北方の海岸斜面の下方K位置する。

付近の地質は、下部白亜系宮古層群K属する傑岩や砂岩よタ成b、潮吹穴は傑岩の中K発達する。傑岩を

構成する傑は、古生層K属するチャート、砂岩、粘板岩左どのほか、持岩や花尚岩左どで、コプJレ左いしベ

フソレ大(径 20cm，以下程度)で丸味を帯び、稀Kサンゴや貝化石を包蔵している。

との傑岩中K発達する節理面K沿って侵蝕作用が進み、特に海水面すれすれの付近は、波蝕作用陀よって

えぐられて海蝕洞を生じ、遂K上下貫通して潮吹穴を生ずるK至ったものである。

潮吹穴は岸辺から 10数mのととろKあ払その大きさは上面で長さ約 2.5m、巾最大 65cm程の紡錘形

を成すが、下底部へ次第K狭〈左 b、形もほぼ三角形と在る。

噴水の高さは波の高さによって変化し、波浪の高いときKは 30m以上Kも遥し壮観である。潮吹の現象

を観察するには、東左いし南東の風が強い日を選ば左ければ左ら左い。一昨年仙台の学生が潮吹を搬影しよ

うとして、大浪Kさらわれて 2名水死するという傷ましい事故があったが、特K児童や生徒を引卒する際は

充分左注意が望まれる。

潮吹穴は海蝕海岸ではちょいちょい見られる現象で、後述の蛇ク崎左どでも見られるが、ととの潮吹穴は

特K美事左潮吹現象を呈するととで知られ、山口県大津郡油谷町の龍宮の潮吹と共K、数少左い天然記念物

指定の潮吹穴である。

(6) 崎山の蝋燭岩

所 在 地

指定年月日

面積

宮古市崎鍬ク崎 12地割 1の 1

昭和 14年 9月7日

15.0アール

鍬ク崎北方大沢浜の東北部Kあb、切り立った海蝕崖から海K向け、巨大左防火壁のように突出した火成

岩の岩脈であるo 写真K見られるよう K、海上からとれを左がめるとあたかもろうそ〈のよう陀見えるので、

蝋燭岩と名づけられている。

周囲の母岩は、下部白亜系原地山層K属する酸性火山岩類で、岩脈はとれに貫入した角閃玲岩である。

岩脈の海蝕僅から突出する部分は、走向延長約 17m、高さ約 40m、また厚さは一様では左〈下部で約

3m、上部では約 7mであって、ほほ直立する。

頂部は両側からやや欠損し、松その他の樹木が若干繁茂する。またほほ水平方向K余b顕著では左い訪准
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状倉健が見られ、火成岩の特徴を示している。

火成岩類の岩脈は岩手県内でも各地で普通K見かけられるが、ととの例のようK、海蝕作用によっ

て抵抗力の強い岩脈部分が突出し、岩脈というものの全貌を観察できるのは、珍らしい例である。

現地へは陸路でも行けるが、全体を左がめるには静土ク浜からの水上遊覧船を利用するのが好都合である。

左b国指定天然記念物K在っている岩脈は可左 bの数K上払後述の大船渡市の舘ク崎角岩岩脈のよう左、

堆積岩類左どの岩脈をも含めると、 22件K遥する。

(7) 樋口沢ゴトランド紀化石産地

所 在 地 大船渡市日頃市町字上板用

指定年月日 昭和 32年 5月 8日

面積 204.58アール

盛川の支流樋口沢を約 7∞m程入ったととるKあ払小貫義男博士Kよって、 1937年(昭和 12年〉本

邦で初めてシルリ 7紀(以前Kはゴトランド紀とよばれたが、 1961年の万園地質学会議でシルリア紀の名

を用いるととK世界的K統一された〉の化石が発見せられたととろとして有名である。との発見を契機とし

て、わが国K砕ける古生層Kついての調査や研究は、急速K進歩した。

地層は石灰岩よ b成b、その中Kは

Favosi tes cf. baculoides (BARRANDE) 

F. aspera d'ORB工GNY

F. gotlandica forma gotlandicus LAM.? 

のよう左ハテノスサンゴ

Halysites sp. 

Schedohalysites kitakamiensis SUGIYAMA 

のよう左タサリサンゴを初め、多〈のサンゴ類、三業中Encrinus kitakamiensis SUG工YAMA'

層孔虫、 A七rypa左どの腕足類、石灰濠左ど多数の保存良好走化石を産出し、また隣接してデポY系や石炭

系も分布し、わが国K会けるシルリ 7系~石炭系の標式地として知られている。

ま金ととのシルリア系は下位よ b川内層と高稲荷層とK区分せられ、前者は石灰岩、粘板岩よ b成b化石

も豊富であるが、後者は珪質粘板岩よ b成払化石も少左い。

とのシルリ 7系の発見後、岐阜、福井、和歌山、高知、愛媛、宮崎、熊本の諸県でも発見されている。そ

れらの地域のうち、岐阜県吉城郡上宝村福地は、シJレリア紀左いし二盈紀の化石を豊富K産し、樋口沢と共

K国の天然記念物K指定されている。

参考文献:

小貫義男 北上山地地質誌東北大学理学部地質学古生物学教室研究邦文報告'"6 9 

昭和 44年 10月
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(8) 舘ク崎角岩岩脈

所在地 大船渡市末崎町字西舘

指定年月日 昭和 14年 9月 7日

面 積 105.79平方米(1.06アール)

門の浜湾の湾口の東側、西舘部落の南方K南へ延びる小半島があるが、その先端部Kある南面する小湾部

Kある。

付近の地質は下部自E系大船渡層群飛定地層K属する砂岩、頁岩の美しい互層よ b成払との互層を切っ

て角岩(チャートの一種で角状の光沢を有する岩石)の岩脈が発達する。

との岩脈を成す角岩は、周囲の互層を成す地層よ b遥かK硬いので、海蝕崖の裾から海の方へ向けて幾分

突出している。

突出する岩脈部の大きさは、傾斜延長虫 5m、走向延長最大 95cm、厚さ約 40cm、傾斜約 600で、下底

部は海浜の傑層中K突っとんでいて見られ左い。

岩脈で火成岩類よ b成るものは極めて普通K見られ、また堆積岩類よ b成る岩脈も、本邦の第三紀層左ど

の中K可左b多〈見受けられるが、角岩が岩脈を成すのは珍らしく、また周囲の地層から突出して、その全

貌がうかがえるという点で稀左存在である。

参考文献

小貫義男・森啓南部ヰヒ上山地、岩手県大船渡地方の地質地質学雑誌第 67巻第 794号

昭和 36年 11月

(9) 蛇ク崎

所在地

指定年月日

面積

陸前高田市小友町谷地舘

昭和 11年 12月 16日

27.347ール、ほかた鶴島、亀島会よび海鼠岩全部左らびK各地先5∞m以内の

海面

門の浜湾と大野湾の 2つの小さい湾K狭まれて、南東へ突出する小さい半島の先端部Kある。付近Kは鶴

島、亀島bよび海鼠岩等大小の島々が散在している。

付近の地質は下部白亜系の大船渡層群船河原層K属し、主K砂岩や頁岩よ b成夕、とれら岩層は海蝕作用

を受けて急峻左海蝕崖を形成したb、また島と島との問、島と半島の先端との間Kは狭い水道を生じ、ある

いは潮吹穴や大規模左海蝕洞が見られる左ど、変化K富む典型的海蝕地形を示している。

特K海蝕洞Kは大規模左ものがあ b、「魔の瀬の大洞窟」むよび「かわうそ穴」とよばれる海蝕洞があ払

前者は間口 14m、高さ約 8m、央行約 30mで、それよ b央は急K狭〈左り奥行の深い洞窟と在る。とれ

を「金沢洞窟」とよび、巾 2左いし 5m、高さ 5左いし 5m、深さ 118m~達する。後者は間口の高さ約

5.5m、巾 6m、央行約 29mであるo

また鶴島、亀島とよばれる 2つの小島の間Kは、亀島水道とよばれる延長約 70m(!L達する狭い水道を狭
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み、 一方 「雷鳴潮吹Jr打出しの潮吹」とよばれる潮吹穴があって、 放のit.6いi閉ま尚〈水柱を吹き上げ、

そP音は途〈洋上κ反響して、霧の深い時には漁船のよい桜式('(~るといわれている。

さらKまた ζ とからの眺望も索開らし〈、 京北京は名勝天然';c念物A妬訟片手、北北京l念総ク崎角岩岩脈、
やぐら

南方は鵜の巣崎、有松島な どを内湾を隔てて指B乎の間K望むととができ、殊に 「腕岩 JrJ懇の森Jr檎岩」

などからの景観が優れている。

と のようκ蛇ク崎は、地賀状況と海蝕作用との凶係を示すも のと して、~二術的K興味あるばか b で念 〈、

妓観的Kも優れている。

重喜考文献

IJ、白毅努 ・森脇 南部北上山地、岩手県大船1在地方の地質地質主主計t誌 掠67巻 第 794号

昭和 36年 11月

(5) 崎山の潮吹穴

(6) 崎山0 ローゾク岩
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〔解説〕

新しい時惑について (ウルウピヨウとはどん左病気か?) 

教育センター 横沢一男

広辞苑 1222ページK:r線香代」という項があb、それK日〈

「線香代」・・・・芸娼妓左どの揚代。玉代。もと、線香一本のともる聞を単位K時間を言博したからとい

う。

芸娼妓のせんさ〈はあとKして、後半の方K注目すれば、むかし、線香で時間をはかったらしいととがわ

かる。線香K限らず、ローソクでも火縄でも、サラサラ落ちる砂でも、ポタリポタリの水であっても、一定

時間K一定量の変化をするもの走らば、時間をはかる道具Kできるわけである。

ととろが、デートの待ち合わせ時間(とれは正し〈は“時刻"というべきである)を線香時計できめると

きは、いつから燃やし始めるかが問題と在る。「目がさめてから 7本半のとき J左どときめたのでは、自の

さめる時刻が同時とは言え在いから、うま〈逢えるかどうかわから左い。「線香一本分待ったわよ」とbと

られるbそれがある。つま b時刻を定めるためKは、時間の基準(同じ長さ、同じ材質の線香一本が燃える

時間〉のほかK、時刻の基準(いつ点火するか〉が必要であって、とれは線香を機械に置きかえても同じで

ある。正確無比走るストップウオ y チがあっても、それを、いつスタートさせるかという基準が左ければ、

時刻を読みとるととはでき左い。

地球の自転周期はきわめて正確であb、また、人々の生活Kも密着した周期であるととるから、時聞の基

準も時刻の基準も、~K:地球の自転~j:;~いていた。実際K観測する立場から言えば、地球の自転周期を測る

というととは、太陽の日周運動を調べるととに在る。太陽が南中(其南の空K太陽が〈るとと。厳密Kは子

午線K太陽の中心が一致する ζと〉したときから、次の南中までの長さを 1日とし、その 86400分の 1を

1秒とする。とれが時聞の基準(秒〉であるo 時刻の基準は太陽の位置である(南中が 12時〉。

実際K目で見える太陽(視太陽という〉をもとKしてきめるときは、太陽が南中したときK時計を 12時

K合わせ、長い針が 24固まわったととるで次の南中がbきれば、合格である。ととろが、とのとき時計と

いうキカイが正確であればあるほど、長針の 24回転と 1日の長さが合わ左いというキカイ左ととがbきる。

たとえは 1972年 1月 1日Kきちんと合っていた時計は、翌日Kは28.5秒進むとと陀在る。時計をとれに

合わせるためKは、 Tイコール 2πルート gプンノ£という例の式で考えると、 1月 2B(tLは振b子の長さ

を0.068qb長くしてやる必要がある。そして、またその次の日は・・・・というようKヤヤコシイととがbきるo

そう左るのは、実は太陽がチョコマカするためであるから、われわれが時刻を考える都合上、一定の割合で

運動する仮想、の太陽を考えて基準KするととKした。との仮想の太陽を平均太陽といい、とれに準拠した時

系が平均太陽時である。

平均太陽をもとKして、時間と時刻の基準が次のよう K定められる。

平均太陽の南中から次の南中までが 1日(1平均太陽日)で、その 86，400分の 1が 1秒である。
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平均太陽が南中したときを 12時とする。

とのようにして平均太陽時が定められるが、グリニチK長ける平均太陽時が世界時であ b、それ(1(9時間

を加えると日本標準時と在って、時報が鳴 b、時計が合わせられ、二人は定めの時刻K逢うととK在る。た

だ、平均太陽は幻の太陽であるから、探しても見えるわけでは左い。時計左しで平均太陽を知るKは日時計

を用いて視太陽時を知b、とれK均時差(平均太陽時と視太陽時の差)や 135度との経度差を加減して出

すしか在い。正式Kは、恒星時を求め、計算Kよって平均太陽時を出している。

かくして、永久不変在る地球の自転周期をもとにして、われわれの時計は正確左時刻を示し、とれが未来

永却K続〈はずであった。し:かるに、人聞がよ b正確な時計を作ったととから、地球の自転の一様性が疑わ

れるよう K走ったのであるo とれは、水晶時計の発明以来原子時計K至る時計の発達Kよるもので、とれら

の時計をもとKして各種の天文観測が行左われた結果、いろいろの星の位置が、そろいもそろって同じよう

左割合でずれるととが明らかにされたのである。との現象が地球のあちとちで認められるととから、犯人は

時計ではま〈地球の自転周期であるとされるようK在った。ととで、ち zっとむづかしい話をすれば、地球

の自転速度の変化Kは季節的左変化と経度変化があるo 季節的変化のうち、年周変化は偏西風の強弱変化が

bも左原因であ払また、半年周変化は太陽の引力Kよる地球潮汐の際、地球の変形の模様が太陽の位置

(赤緯の絶対値)(1(よって変わるのが恥も左原因であるo一方、極運動K伴う緯度、経度の変化のうち、経度変

化が時刻観測K関係して影響を与える。とれが経度変化であるo

地球の自転が一様で左いとすると、平均太陽時Kも乱れを生ずるととK左払世界時も一様K流れたので

は地球の自転と合わ左いととK在る。ナントカシナクチャというととで、 1955年の第?回国際天文連合

(IAU)総会で世界時の改訂が行左われた。とれは、平均太陽Kよる生の世界時 (UTO)VC経度変化の

補正(.o.え)を加え(とれを UT1という〉、さらK季節的変化の補正(ムS)を加えたもの(とれをUT

2という〉を基準とするものである。現在では世界時といえば、 ζのUT2を指すo 左台、との場合の補正

量は、ムえが東京で年間ほほ土 10ミリ秒の年周bよび1.2年周期の合成周期、ムSはほぼ士 30ミリ秒の

振幅の年周bよび半年周期であるo ととででて〈る 1ミリ秒は 1000分の 1秒であるo

世界時の改訂は、いわば時刻の基準の改訂であるが、とのとき同時K時間の基準の改訂も行左われた。と

れは、それまでの研究の結果、地球自転の永年減速(潮汐Kよるプレーキが原因)と不規則変動(地球内部

の流体核の不規則左動きが原因と思われる)が確かめられたためで、地球の自転周期は H秒の基準H として

の権威を失ってしまったのである。とれK代って地球の公転周期をもとKした H秒 Hが誕生した。 とれを

「暦表時」という。暦表時~$"ける秒の基準は(日本では〉次のよう K定められている。

「秒は、明治 32年 12月31日午後?時K砕ける地球公転角速度K基づいて算定した 1太陽年の

31. 556.925.9747分の 1として東京天文台が現示する J(1958年改訂計量法)

とのようにして、秒の基準す左わち時間の基準を地球の公転K基づく暦表時~$"き、時刻の基準は平均太

陽時K基づく世界時 (UT 2 )(1($"(、という時代が続いたのである。 (1956年-1967年)

との間K、物理屋さんと天文屋さんの H秒争いH が続けられ、秒の基準を時計VC$"くか、地球K為、くかと
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もめ続けた。〈わしい話はぬき Kするが、一般K物理方面では測定が時聞の面で行左われるととが多〈地球

や太陽の動き Kまどわされ左いような、一定の長さの時間基準が郵見される。それに対して、天文の方では

「それがいつ起きたか?Jというととを重んずるため時刻の基準を鼠見する。とのよう左立場の相違から生

じた争いであるが、遂K天文方K利あらず、時聞の基準を牧理方K明け渡し、ととに原子援動を基準とする

v秒の基準H が次のようK定められた。

「秒はセ‘ンウム133原子の基底状態の 2つの超徴細構造準位聞の遷移に対応する放射の史192.631.770

周期の継続時間とするJ( 1967年〉

とのよう Kして、原子の振動数K基づ〈原子秒がきめられた。原子時は本質的K時刻原点を持た左いが

1958年年初K世界時UT2への時計面合わせをしたものが原子時ATとして用いられ、とれK基づく世界

時(協定世界時UTCという)で秒信号が発射されてきた。従来の暦表時は天文学だけで用いられるととに

格下(? )されたのである。との時系は、時間の基準を原子の援動数K、時刻の基準を世界時UT2~ とっ

ているが、両者のズレを左〈するためK、次の 2つの手段をとってきた。

1 周波数オフセット:標準周波数を正規の値からある一定値だけずらすととによ払とれKよって駆動

される時計の歩度をかえて(最近では 1 億分の 5 だけ )UT2~合うようにする。

2 ステップ調整 :UT2VC合うように予想してオフセットを入れても、観測との比較でずれが認められ

た時Kは、 0.1秒の時刻調整(0.1秒だけポンと伸ばす、または縮める)を必要K応じて行左う。

そして、今年 1972年の年初から、上記のよう左ややとしい調整を改めて、新しい協定世界時がとb入れ

られた。改訂の基本は、オフセ y トを廃止し、秒の長さは原子掻動K基づしいつでもどとでも一定のもの

とした点である。ただ、とれだけでは時刻の基準と関係左〈時が流れていくととKなるので、世界時(とれ

は今回UT1VCとるととKされた〉と比較して差が O.7秒を越え左いようKし、越える時Kは1秒を加える

か引くかするという、ステップ調整で片づけようというのである。との 1秒を「うるう秒」というのである。

(ヤレヤレ、ょうや〈でてきた) 日本での時報の基準と在っている :J:JY時報では、小さ左音を入れると

とKよって O.1秒の桁で世界時UT1と協定世界時UTCのずれを示しているが、年初以来、とのずれ (U

T1-UTC)は負K大き〈在ってきて、 5月末現在で-0.5秒K左っている。うるう秒は、日本時間で言

えば、 1月 1日の8時 59分台の終bか、 7月1自の8時 59分台の終!:>VC実施するととK走っている。と

のままでいけば、今年の 7月 1日の 8時 59分60秒の次Kもう 1秒の正のうるう秒が入って(負のうるう

秒は取る場合)から?時o0分o0秒K左るはずである。

との 1秒入ったととKよって、われわれの寿命は伸びたと考えた方がよいだろうか、それとも損したとす

べきであろうか。あま bまじめK、深刻K考えるとわけがわから左〈左ってしまいそうである。考えすぎる

と、ほんとうKウルウピョウK在るかもしれ在い。

との解説の内容は、主として次の 5つのものKよっていますo 話のつどうで省略した点も多いので、〈わし

し〈知bたい方は、その方をお・読み下さるようbすすめします。

うるう秒の誕生 東京天文台 飯島重孝天文月報 1971年 12月

時とはまKか 東京天文台 虎尾正久講談社ブルーパックス(B-132) ￥250 

理科年表 1972年版 東京天文台縞 丸善(天 76-7 9ページ) ￥570 
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白鳥川流域日曜巡検(化石採集)

盛岡三高 佐藤利美

岩手県二戸郡福岡町(との4月金田一村と合併し二戸市と在る予定〉周辺K広〈発達する新第三系は、著

しい含介化石層として、古〈から有名左ととろで、毎年多くの人々が、採集K訪れます。岩手県地学教育研

究会でも昨年の 10月K巡検いたしました。昨年の巡検K参加し左かった人のためK、コースの 1部を案内

したいと思います。

地形図:5万分の 1 一戸、 2万5千分の 1 福岡

交通:東北本線北福岡駅下車、北福岡駅前から匡験パス、又は県北パスK乗車o 国鉄パス:金田一、矢

沢口、軽米方面行き K乗車、岩谷橋停留所下車。県北パス:伊保内行きに乗車、川又停留所下車。

盛岡からは、金田一温泉行き(国鉄パス)、伊保内行き(県北パス)の直通パスもあbます。

川のほと bを歩〈ので多少水K入ってもよいよう左履物をはいていきます。雨左どで増水してい左ければ

普通の長ぐっで十分です。

岩谷橋停留所(国鉄パス)、または川又停留所(県北パス)で下車したら、福岡郵便局のわきから旧九戸

街道K出ます。菅原小児科をすぎて少し歩くと、白鳥川とその小さを支流との合流点がみえますので、そと

から民家の小径を通ってJII岸~$"Þ、川を渡って支流の万K出ます。増水してい左ければ、あま b はきもの

をよどさず、容易K渡れますo ととが、きょうの第 1の採集地点です。(案内図①〉。合流点付近の支流の

ほと bや、河床Kは、傑質の堆積岩中K化石がたくさん入って$"tます。化石を採集する前K、化石の多〈

入っている地層の特徴や、化石がどのよう左状態で地層中K入っているか等々よく観察してから採集K入b

ますo たぶん、次のよう在化石が採集できると思います。

ホタテガイ (Patinopectenkimurai) 

エシキガイ (Chlamys sp) 

オオヘピガイ(S erpulorbi s sp) 

ピスノガイ (Mercenaria cf yokoyamai) 

ミノガイ (Limagoliath) 

エゾポラ (Neptunea hukusimensis) 

とのほかKも何種類か採集できると思いますが、ととの化石はいずれもあま b保存がよ〈ありません。とわ

さ左いよう K、ていねいに堀り出しましょう。とわれたときのためK、セメンダイン等の接着剤を用意して

いくと便利です。との組粒砂岩、傑岩層は、末の松山累層の基底部にあたるものです。

それでは、ととで白鳥川流域Kはどのよう在地層がみられるか、ど〈あらましをのべてbきましょう。

白鳥}11流域を構成している地層は、新生代第三ご.紀中新世から鮮新世Kかけて堆積した白鳥川層群ととれら

の基盤K在っている北上古生居から成b立って台bますo また、所Kより河岸段丘を構成している火山灰層

もみられます。
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白鳥川層群は下位よ b 、四ツ役累層、門J沢累層、末の松山累層に分けられて$~þ ます。とれを第 1 表K示

してbきます。

事1I盟 台島刈流域宮内国 o .. ‘ 
L.r.ー......... ー」

第 1表 地質層序の概略

世

世

積

積

沖

洪

IB--4BEE-t
、

紀四第

表土・沖積地の砂傑層

福岡層

第三紀

(白鳥川層群)

|五日市凝灰質砂岩部層
鮮新世一一一未の松山累層 l

i穴牛砂岩・鎌岩部層

{鍵取締地砂岩・シJレト岩部層

門ノ沢累庖 {尻子内γJレト岩部層

|舘砂岩・傑岩部層

{双畑泥岩・砂岩・傑岩部層

四ツ役累層 {傾城峠安U措・火山砕屑岩部層

|小祝泥岩・砂岩・傑岩部局

中新世

基盤岩類
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だいぶ時間を費やしました。化石の整理が終ったら次の露頭Kいそぎましょう。第①の採集地点から本流

K出て、 JII沿いK、上流の方へ約 200mほど歩くと橋があbます。との橋を通bぬけたらすぐ左(上流Kむ

かつて〉のがけをみて〈ださい(案内図②〉、がけのまかほどよ b上の地層と下の地層とで岩質のちがいが

よくわかbます。上の方のクロスラミナのみえる組粒砂岩は、さきほど化石採集をした地層と同じ末の松山

累層の下部ですo下の方の細粒砂岩の方は門ノ沢累層の上部Kあたるものです。ととから上流の舘橋付近ま

で、ずっと門ノ沢累層が川岸K露出してl;，."Tます。

地層の観察が終ったら、川のほと bを上流Kむかつて進みます。ずっと川の両岸は、がけに在ってお"t、

化石も、ちらほら出ますが途中K あま b時間をかけ左いで、目的の場所(案内図③)~行きます。川のカー

ブを曲 b終るとすぐです。③の場所は、はじめての人Kは少しわか þ~( いかと思います。特K夏は草木が

bいしげb、よ〈注意し左いと、見のがしてしまうととがあ bます。たしか、うるしの木が 2、5本あるは

ずですから目じるしKしてください。

採集するときKは、前と同様、いき左 bがけ(1(....、ンマーを打ちとまをいでよく地層を観察してからKしま

す、〈化石のはいb方、左らひ・方、地層がどん左ものからできているか等)。がけ下での化石採集Kは常K

危険がとも左います。十分K注意してけがの左いようにしましょう。

ととでは前とちがい、か左 b保存のよい化石か採集できます。代表的左ものを示すと、次のとj:，..tです。

ザルガイ (Clinocardiumsp) 

イズモノアシタ (Phaxas izumoensis) 

ソデガイ (Yoldia ochotensis) 

ホタテガイ (Patio pecten kimurai) 

ムカシカシパンウニ (As七rylypeas manni ambigenus) 

速がよければコブシガ3 も採集できます。

との付近の地層まで門ノ沢累層の上部、鍵取締地砂岩シルト岩部層です。

化石を採集するとき、よ〈化石だけをと b 出しでもって〈る人がj:，...þ ますが、左るべ〈化石のまわ þ~ く

っついている岩石もいっしょK採集します。岩石は重いから在るべく軽〈しようと思って化石をとわした払

きずつけたbするとともよくあ bます。少しぐらい大きくてもがまんしてもってきた方がよいと思います。

採集した化石Kはどちらが上K走って地層K入っていたのかよ〈区別し、印をつけてj:，-.(と、もち帰って

からの整理K役立ちます。

何ク所からも採集するときKは、化石が入bまじら左いようK、採集地点どとKまとめて袋K入れ、番号

札でも入れてお・くとよい。たくさMヒ石がでると思っても決してむだ左とり方はし左いようK、化石Kは数

K限bがあ b、また一朝一夕Kしてできるものではまし叉、地質学上の大切走資料でもあbますから。

③のがけで採集、観察が終ったら、@のがけまではか左 b距離があタますので、 JII岸が歩きKくいとき、

あるいは、時間的Kあま b余裕が左いときKは③の位置から 100mも上流K進んだととろK上の県道K出る

d径があbますから、そとから県道K出て、尻子内のバス停留所まで歩きます。(ととで帰bのパス時刻を

しらべてま...(とよい〉。停留所前の底屋さんのわきから、白鳥JII~ j:，...þ 、④の地点まで出ます。③の露頭よ

りも種類は多くあbませんが、次のよう在化石が、か左 b保存のよい状態で採集できます。

シラトリガイ (Macomaop七iva)

ミミガイ (Sinum sp) 
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ヒタテオピ(Fulgorar ia sp) 

ホタテガイ(Pa tinope ctev kimurai) 

ととの地層は門ノ沢累層の尻子内シノレト岩部層です。所~よ b軽石を多〈含むととがあ b ます。観察と整理

が終ったら次の地点(案内図⑤〉まで歩を進めます。@の位置から、田んぼのあぜ道を 100mばかb進むと、

支流との合流点K出ますo上流Kむかつて右の方が本流ですが、私達は左の方の支流K入bますo合流点か

ら約 200mほど田んぼのあぜ道を進むと舘橋の下K出ます。(橋の少し手前で田んぼは左〈在る〉。橋を通

bぬけてから川を渡ってJIIの左側(上流Kむかつて)のd径 K出ます。約 50mほど歩くとまた小さ左田ん

ぼに出ます。その田んぼのほと t<7)河床、河岸K化石のた〈さん入っている地層がみえますo ととがきょう

の化石採集のうちで、いちばん種類も多〈、また保存のよい化石がた〈さん採集できるととろですo あか亡

ず、ゆっく b採集しよう。との化石の入っている固い地層のととをオストレア層(Ostrea bed)、ある

いは舘砂岩、傑岩部層ともいいますo オストレア層というのは、オストレア・グラピテスタ(Ostreu 

gravitesta) とよばれる人頭大ほどもあるカキの化石がたくさん入っているので、そうよんで;J:.~tま

す。地層が固〈、カキがかま b大きいので、完全左ものは、左か左かとれません。ととではむしろカキ以外

の化石採集K労力を費やした方がよいと思います。カキの完全K近いものをどうしてもほしければ、日をあ

らためて金田一温泉付近の馬淵川原をさがしてみて〈ださい。カキ以外に採集できる主左化石は次のよう左

ものです。

タマツバキ (Polinicesmeisensis) 

フネガイ (Arca amicuユa)

アカガイ (AnadaraninOhe'Dsis) 

カガミガイ (DOsi'llianagaii) 

ナミガイ (Panope japOnica) 

フスマガイ (Clementiayazawaensis) 

イシカグガイ (Clinocardium shinvjiense) 

タマキガイ (Glycymeriscisshuensis) 

エシキガイ (Chlamys nisa七aiensis) 

アサリ (Tapes siratoriensis) 

シラトリガイ (Macoma op七iva)

岩谷橋からととまで約 2.5Kmの道のbを、採集と観察をつづけてきたわけですが、そろそろ帰bの時聞かと思

います。荷物の整理、点検をし、忘れもののまいようK十分注意して、舘橋までもどb、橋のたもとから県道K

出事す。少し福岡よ b歩きますと県北パスの停留所(折爪登山口〉があbます。尻子内停留所とは少しし;か

まれていませんので、前Kしらべてた時刻をみはからって、早めK採集を終った方がよいとJ思います。

もし⑤の地点で、まだ十分時間K余裕があるときKは、次の日曜巡検の偵察も兼ねて、本流の方をもう少

し上流まで行ってみるのもよいと思います。きょうのコースではでてと左かった四ツ役累層の観察や、化石

採集ができると思います。
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地学ニユース (45年9月.-J47年3月)

帯 45年 9月

7日一一宇宙開発事業団はNaL7BS型ロク y ト打ち上け:K成功。 12日一一 Jレナ 16号打ち上げ、 1 7 

日K人工衛星と在る。 21自に豊の海よ b岩石採集、 24日帰環。 18日一一秋田駒ク岳38年ぶ!JK爆

発。 27日一一北海道胆接穂別の白亜系よ b烏類の尺骨発見、イタチオルニスの仲間。

帯 45年 10月

1日一一富士山、北海道、中部の山々K初雪。 7日一一男岳の 2ク所で蒸気噴出。 8日一一コスモス

368・369・370打ち上げ。 16日一一東北一帯K強い地震、 M6.5、震源秋田、岩手両県境、深さ 20 

Kmo 1 7日一一焼石岳で異常在地鳴!J0 1 8日一一千葉で、中共核実験による放射性ヨウ索を雨水よ b

検出。 19日ーー天秤座K新すい星を発見“鈴木・佐藤・関すい星"と命名。 208-気仙沼市南部、

三畳系稲井層よ bイナイリュウ(メタトザウルス、エッポニクス〉発見。 27日一一山本東北大教授ら、

大気の粉塵汚染が 20年前の5倍K走っていると発表。

都 45年 11月

1 0日一一福島県いわき市大久町で、クピナガリ晶ウの背骨とろっ骨 7本が出るo ;;述、月 17号打ち上げ。

1 7 B~雨の海K着陸、自動月面車Jレノホー卜 1 号実験を開始。 2 0日一一大型低気圧の影響で東日本一

帯~ 200ミリを越える大雨、各地で被害。

帯 45年 12月

1日一一ポイント凍結事故続出。 7日一一谷川岳で左だれ二人死亡、二人不明。 16 日一一金星~;;速

の自動感星間ステーション 7号到達。 28 日一一愛知県の中学校小島信久教諭が乙女座~ 1 4等星のすい

星発見、 1月 5日コジマすい星と命名されるo

帯 46年 1月

4日一一)11尻トンネ JレK巨大左ツララ (3m)県内大雪、内陸 1OC1Jlo 9任一一南極観測鉛「ふじ」氷と

ブリザードで難航。 10日一一米天文学雑誌Astrophisical・.Journalは銀河系の背後Kマフェ

イ1とマフェイ 2の新星雲発見。 11日一一米カリフォルユア州エームズ研究所発表、 240Km迄玄武岩、

その下K玄武岩とカンラン石の混合した 100Kmの層があb月の中核をつ〈る。 15日一一秋田大、ニ昼

紀竜泉洞よ b小型で落盤Kよって出来たもの、ヌマウンテンレーザ(山柔皮)を発見。 16日一一沖縄洪積

世人類遺跡調査団、石灰岩のさけ目よ!J18300年前(洪積世末)の人骨 6本(完全まる人骨〉を発見。宮

古、大船渡東山町、 5月末よ b大気汚染指定第一号と左る。 18日一一駒ク岳(1日200回〉噴煙と爆発

つづき溶岩も b上る。 29日一一束アフリカモザンピークは、サイクロンK襲われ、豪雨のため洪水で10

万人死亡。 30日一一駒ク岳 1月中匂よ b活動減衰し、 25日:から 5日間爆発走し、 20日(7 0回)21

日(4 7回)23日(3 2回)2 8日(1回)2 9日(2回)。
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帯 46年 2月

1日一一アポロ 14号(6時5分〉出発、 5日(午後6時 18分)月面着陸、 34時間滞在、運搬車使用、

岩石 43'鰍集、 7日(3時 48分〉離陸、月着陸船を月面K衝突させ人工地震実験、 10日(6時5扮〉

着水。 9日一一ロ式市でM6.3 - 6.7の大地震。 16日一一内之浦よ b国産衛星 2号軌道陀のる。田老

鉱山西方、巾 30mのをだれ、 7人が 120m流される。 21日一一米ミシシッピ一川デルタ地域、 40-

50個の大タツマキが巾 160Kmtcわたって発生、死者 65人、負傷者数百人。 24日一一強風(最大29.4

m)、 1000戸停電、和賀地方猛吹雪で 10枝休校。

帯 46年 3月

1 2日一一大鉛渡湾海水汚染のためアサリ死減。 14仔一一背森県三沢市の小川原湖で三沢高の地学クラ

ブ生徒 5名、水深調査中K氷が割れ行方不明。 20日一一大迫町K仙岳博物館が出来る。 21日一一=

品ーギニア北海岸で地すべbのため金村民死亡。

帯 46年 4月

5日一一水沢緯度観測所、人工灯火、ばい煙、ほと払振動のため障害を生じ「きれい左空、静か左土地を

守って下さい」とパンフレットを出す。 17 日一一樟軽暖流と呼ばれる暖水が主主駒岸tc~しょせ、停滞

しているためワカメK被害。 23日一-3人乗b宇宙船ソユーズ 10号地球を廻る軌道Kのる。 24日

一一安家鍾乳洞の真上で日本セメントが石灰岩を採掘する計画を立てた。 .26日一ーさ腫町吉浜の後山K

東大宇宙航空研究所の大気球観測所が完成した。 27日一一桜前線一闘に〈る。広島県灰ク峰山箆で山火

事があb消防署員 17名焼死。全国で 34件の山火事、 26日K通過した低気圧のあとK北から乾燥した冷

たい空気が流れとんだのと、快蹄で気温が、上昇したため。

帯 46年 5月

1日一一北7、創胎で新雪なだれ、 2人死亡。 2日K八方尾根で 1人死亡、 5日Kは、北穂高岳で左だれ二

重避難。 4日一一湯田町の大台野遺跡の発掘で旧石器文化が上下二文化層K、分けられる可能性が出てき

た。 5日一一オホーツク海K冷湿在高気圧が停滞、農作物K被害続出。 12日一一トルコ南部で大雄援

M8、死者 58名。 22日Kトルコ東部で、 M6. 7、死者8ω名、 1 3日一一光化学スモタグ 2ク月も

早〈、東京、埼玉K発生。 19日一ーソ連火星 2号打ち上げ。 25日一一五月の嵐縦走、台風並みの

984mbo 3 0日一一米マリナ-9号打ち上げ。

務 46年 6月

3日一一関東ツユ入To 6日ーーソユーズ 11号打ち上げ、 29日K三飛行士死亡。 10日一一伊豆沖、

濃霧の海で衝突 5件。 25日一一南極、オーロラ帯へ大型ロナット打ち上げo

帯 46年7月

7日一一福島で校庭K落雷、中学生 5人感電o 9日一一チリで激震M 1 0、死者 63名。 19匹ーーが

けくずれ続出、死者 14名。兵庫県K集中豪雨、 112名死傷。パス押流され 45名けが、死者 3名。 22日

K熊本で濁流tc6名のまれる。 24日鹿児島大雨で 7名死亡、 5名不明。中南部では死者 13名、不明 5名。
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2 7日北部丸州大雨で死者?名、不明 6名門 27日まで連続 10日のつゆあけ豪雨、稲作左ど被害 100億円、

鹿児島離島では干ばつで、人工降雨実験。 26日一一アポロ 15号月へ、 31 S'"、ドリー谷近<tc着陸、月

月面ドライブ、斜長岩左ど採集、翌月 5日月を飛び立つ。

帯 46年 8月

2日一一北海道太平洋沿岸で地震、 M70 1 2日一一火星が大接近。 15日一一チリ南端、ウエムレス

火山爆発、溶岩で一村埋没。 25日一一インダス川大洪水、 2∞万人家を失う。

帯 46年 9月

4日一一駿河湾沿岸左どで、異常潮位。ガンジスJ!Iはん乱、死者 70名。 6日一一北海道で地震、 M6.90 

大阪市牧方市で落雷、 21人死亡。 11日一一三重南部K集中豪雨、土砂〈ずれ続発、死者6名、 不明

1 9名。京大「シワリク化石発掘調査隊(亀井節夫隊長)Jインドへ出発018日一一沖縄は台風27号

の接近で 200余日ぶbの雨。 20日一一港区三回で地下室よ b酸素失乏空気噴出。東京、神奈川、千葉で光

化学スモッグ発生、 12000人被害。台風28号、伊勢湾台風左みK発達、 23日沖縄八重山諸島で全半壊

1800戸与L上。 24日ー鳴合森左ど閉山決定。 28任一一国産初の四段ロクフト、ミ晶一48型5号機

Kよる科学衛星打ち上げK成功、「新星」と命名。

帯 46年 10月

5匹ー北海道、東北で夜空K怪飛行物体、気象庁は流星と発表。 11日一一「ストーム・フェリ一計画」

太平洋上にて行左う事を決定。 15日一一美ク原道、計画変更。東北自動車道の工事現場から温泉、宮城

県刈田君臓王町営地区。御所~. A，鉱区禁止地域指定認められる。 27日一一全国各地で初雷、八幡平山

頂付近 50C1R-60 cmの積雪。

帯 46年 11月

7日一一米がアムチトカ島核実験を強行、 5メガトン、各地で地震波観測。 8日一一立冬寒波、盛岡は初

雪。 10日一一火山灰実用化、シラスバルーン製造。 12日一一川崎市生田のがけくずれ実験で生き埋

め、 1 5人死亡。 14日一一米のマリナ-9号、火星を回る軌道K入る。 25日一一第 13次南極観測

隊出発。 30日一一新潟港外でタンカ一座礁のため、大量の原油流出、被害大o

帯・ 46年 12月

2日一一マリナ-9号、火星の衛星フ才ポスを撮影、ジャガイモ型(直径 22Km程度 )0 3日一一南極、

オーロラ観測用ロクット打ち上げK成功。 6日一-11月16日よ!J1 8日間晴天続き、東京で 18.80

(正午 )0 1 1日一一九州南端の屋久島の宮之浦岳で、 2mの大雪o 2 3日一一昭和 47年元旦の午前

9 時の直前K約 0.1 秒そう入される。 7 月 1 日午前?時の前tc~ ， 8時 59分から?時迄の 60秒が 61秒

と在る。とれは、「うるう秒」であ b、3000年tc1秒しか狂わ左い「セシ品ウム 133Jの原子時計を基準

としているため。 28日一一上信越高原、白根火山帯の殺生原で硫化水素のため、スキーヤ-6人が中毒

死、 1200PPm。
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帯 4")年 1月

5日一一暖冬のため、八戸の蕉島で 1万羽のウミネコが越冬。 10目、網張、八幡平を除いてスキー場雪不

足。 13目、湯田町でも 21cmの積雪o 1 1日一-988ミリバールの台湾坊主が、三陸沖K発生、県下K強

風、大雨、がけ崩れがあった。 15日一一ベタ雪(三陸沖低気圧〉のため、送電線を切断、県南で三日間

停電、林業Kも大被害。 19日一一アポロ 14号のもちかえった月の石中K、水品状結晶が空洞中K見出

された。(3 9億年前のもの) 2 9日一一マリナー?号、火星の火山地形撮影。 30日一一皆既月食。

帯 47年2月

6日一一1月の南海低気圧で大船渡湾口防波堤の海面下の捨て石が広範囲に亘って決接した事が判明。

7日一一1月中匂の南海低気圧の農林水産業の被害K対し「天災融資法」を適用し 20億円の融資決定。

1 0日一一イランのアルダ村で大左だれのため 4000人行方不明。 14日一一山回線花原市駅東方で花と

う岩風化Kよる土砂〈ずれのため宮古行列車の 1、2輔自脱線。 15日一一安家洞国の天然記念物K仮指

定。 18日一一一関市で新第三紀のサメの歯見つかる。 28日一一盛岡市 28cmの今冬最高の降雪。

29日一-18時 23分関東中心K強い地震 (M7.2)、震源地伊豆八丈島、深さ 40Km。

帯 47年 3月

1日一一山回線土砂〈ずれ防止のため地質調査。 3日一一宮古で 39年前の主腫大津波の写真発見。

4日一一木星探査機パイオ品710号 2日打ち上げ、 1973年末歪Ij着の予定。 170万年後KアルデパランK

JI廃fo 5日一一バイオ=-710号は 11時間 40分で月の軌道通過o 6日一一議岩手県産道建設K反対

運動と推進運動対立。 10日一一ソ速は1978年K有人宇宙ステーシロンを火星K送る計画を発表。

1 3日一一アポロ 16号米時間4月 16日打上げ、 4日後月着陸予定発表。 16日一-1964年打ち上げ

の米海軍衛星軌道Kのれず、プルトニウム卯otj南半球を汚染。尖閣列島沖縄返還を前K日本・中国・国府

領有権を主張。日中友好協会は中国領土を認める。 19"'" 2 0日一一春一番。富士山で史上最大の避難。 8

名死亡、 6名不明)0 2 3日K春二番o 30""'31日春三番。 31日Kは海難事故相次ぎ、 49隻、死

者不明 113 名を出す。とれは昨年一カ年の'M~相当する犠牲者である。 2 1日一一奈良県明日香村高松古

墳で極彩色の壁画発見。婦人像、男子像のほかK太陽や月、星宿の絵も見つかった。 26日一一根室半島

南東沖で地震、震度は根室でれ盛岡で 2。

-30一



昭和 45年度行事報告

。 7月 11日(土〉総会開催 1

7 月 19日(日) 化石採集会 L会誌「岩手の地学」第 5号行事中間報告参照

1 0月25日(日〉 日i濯地質巡検 j

。昭和 46年 5月24日(水) r地学研修会」 教育センタ-V<::j;，..いて 13時から 17時まで。会員のほか

一般の人も交えて 35名参加。天文研修のあと、「秋田駒ク岳、女岳の火山活動JKつい

て、橘先生の講演とスライト¥佐藤徳治氏のカラー8形、 IBC佐々木箪氏の H取材を通

してみた秋田駒ク岳の火山活動/1 ( カラー 16忽上映〉左どがあった。

。会報発行 1 3、 1 4、 1 5号発行o

。委員会 7回開催

昭和 4 6年度行事報告

o 6 月 12日(土) 総会開催 1 3時30分よ b盛岡第一高等学樹児聴覚教室で関かれました。決算承

認のあと、会費の値上げ(200円から会誌代を含めて 500円へ〉を決定、新委員

(下記)、事業計画、予算を決定したあと、岩手大学教授後藤達夫氏の講演「鉱業活

動と水質汚濁」卦よび、 NHKの映画「駒ヶ岳」を上映した。

o 7月 18日(日) r駒ク岳巡検」 当初予定の 11日は雫石まで行ったが雨で中止、 1 8日K実施し

た。女岳頂上付近は時々ガスがかか払雨も降ったが、予定通bの調査を 9名が参加

して行った。噴火口付近は 400度をとえる地熱があb水蒸気も相当にのぼっていた。

火山噴出物Kは 10mをとえる大塊もあb、また白色のゼノリスを含むものを見つけ

たbした。

o 1 0月23日(土) r福岡巡検」 二戸郡福岡町周辺の末ノ松山層から四ツ役層Kいたる地層の露頭観
2 4日(日)

察と化石採集を行った。 23日は白鳥川を舘までさかのぼ払 24日は自家用車で参

加された先生方や小成商底の御好意で 5台の車に分乗し、福岡→伊保内→小倉峠→

一戸のコースで実施した。参加者 23名o 左b、村田旅館では化石の鑑定や地学教育

Kついての討議も行まわれた。

o 1 2月 11日(土) r地学教材スライド研修会」 盛岡第三高等学校地学教室K~いて、岩手大学多国

先生の H地層"Kついてのほか、鉱牧樽片や天体のスライドをうつし、話合いをした。

。昭和 47年 3月25日(土) r学習会」 岩手大学工学部Kj:，..いて開催。橘会長の H大韓民国の巡検報

告"(講演とスライド〉のあと、盛岡地方気象台長内川規一氏の H高層大気KついてH
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の講演があった。参加者が少いのが残念だった。

。その他 会報 16・17・18号発行。委員会?回開催。駒ク岳スライド複製頒布o

。昭和 46年度役員

会長橘行ー(岩手大) 副会長高橋貞雄(宮古高〉 菅原啓一(下寸略中〉

委員行事係阿部俊兄(黒沢尻工〉 佐藤利美(盛岡三高) 多田元彦(岩手大)

会報係大下向(盛岡一高) 佐藤敬悦(河南中) 高橋北英(教育セ〉

会誌係菊池武男(下イ銘中〉 佐藤洗(盛岡四高) 横沢一男(教育セ)

高橋維一郎(岩手大)

庶務・会計照井一明(岩手大)

会計監査村井貞允(岩手大〉 福田学(城東中)

「大陸地域の上部マントルと地殻J

v.v ベロウソフ著

地図研出版 1 9 7 1年 5月

「大洋の地殻と.1:.部マ Y トルJ

V.V ベロウソフ著

地図研出版 197 1年 7月

最近地質学、地球物理学の分野でプνートテタトニクス説が華やかに風擁されているが、構造地質学の世

界的権威者である著者は、乙の考えに真向うから反論し、著者の長年にわたって抱き続けてきた考えをもと

K、大陸の地殻、大洋の地殻について論じている。即ち大陸地殻が塩基性化作用を受けて大洋地殻へ移り変

るという説を発展させて、マントル対流説を否定し、著者の考えがより実際的左考えであるととを強調して

いるo著者の考えが正しいか、プレートテクトエクス説が正しいか今のととろ結論はでていないが、いや、

やっとその研究の端緒Kついた観はあるが、著者は、海洋地殻の研究だけでは地球全体を論ずるととは出来

ないし、また逆に大陸地殻の研究だけでも論ずるととは出来ず、海洋地質学と陸上地質学の双方の総合Kの

みよって、よ b正しい概念が生みだされるととを説いている。

プレートテクトニクス説Kよると大陸の地殻はP以Jだ地殻として取b扱われがちであるが、古生代末のパ

リスカン造山運動Kよって生じたクラJレ山脈、アルタイ山脈、天山山脈在どは、第四紀K入って隆起を起し

ている事実まどを頭K入れて読んでみると、私のよう Kしっかりした考えをもたない者Kは、ベロクソフか

ぶれに左ってしまうところがある。

とれらの本は、海洋地質の研究から入ったアメリカ学派の fvートテクトニクス説の弱点を痛烈K批判し

た書である。ただ、著者が言っているように、自分が、総合化をうま〈やれるなどと主張はし在いが、 「大

陸の地史が現在では大洋K闘するデータなしKは考えられ左いのと同僚に、大洋の構造と発達の主要左問題

の解決が、大陸の構造と発達K関するデータの導入なしでは不可能であるJ乙とを示し、今後の研究のあ b

方Kついて重要左示唆を与えている。

いずれにしろ、ずっしりと読みどたえのある本であるととには変り在い。
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一般会計(会費)

収 入

前年度繰越金

会費 200円x 105人

特別収入

特別収入内訳橘会長

鈴木前副会長

特別会計(会誌)

収入

前年度繰越金

広告代金

会 誌代金

一般会計よ b返済

一般会計よ b借入

送料残

昭和 45年度会計報告

0円

2 1. 0 0 0円

11.070 円

32.070円

9， 000円

2.000円

7 0円

44，241 円

1 9， 0 0 0円

1 7.， 0 3 5円

2， 7 8 4 円

6.94 0円

90.000 円

支 出

特Jjlj会計へ返済 2.78 4円

通 信 費 11.855円

前師謝礼 5. 0 0 0円

給: 会 費

事 務 費 1. 2 0 0円 香充回当代・八金不回足

特別会計へ貸出 6. 9 4 0円

次年度繰越 2，2 1 1円

3 2，0 7 0円

支出

印刷費 ?0，000円

90，000円

註:印刷費 126.000円中 36.000円は昭和 46年度

会計Kて支払う。

昭和 46年 度一般会計予算

収 入 支 出

前年度繰越金 2，2 1 1円 通 信 費 12，000円

特別会計よ b返済 6.940 円 鴇 師 謝礼 1 0， 0 0 0 円

会 費 4 4，0 0 0円 総、 会 費 2.000 円

会 誌 代 金 9 1， 0 0 0 円 巡 検 費 3，000円

広 告代 金 8，00 0円 研 修 会 費 1， 0 0 0円

1 5 2， 1 5 1円 事 務 局 費 1. 0 0 0 円

会誌5号印制費残 3 6， 0 0 0円

会誌4号印刷費代 85.000 円

予 備 費 2，1 5 1円

1 5 2， 1 5 1円
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委※※滋※※※※※※※※※※※※ぷ※※※※※※※※※ヌ※※※※※※※※※※
' ※  

議 編集後記 議
※ ※  

議 前号の後記Kよると、 3号織という言葉があるそうですが、橋 ※ 

※ もそういわれずKすんで、ほっとしています。ととK第 4号というい ※ 

議 特番号t.c(l) "c，とうして鱒K出版されたととは、編集子Kとって 議
委 も大変うれしいととですo柄拘手許K届〈頃はよと岩手の地も 愛
護 若葉の候と左 b、一年中で最も気持の良い季節と存じますo ど怖心 議
※ ゆくまで新緑K浸b左がら本号をb読み下さい。 ※ 

災 ある榔が次第Kやせていって、遂に背文字が入ら左い程防抗 議
委 きは、それを出している団体が危機峨している場合が多いようです。 議
委 しかし械の場合Kは然るべき事情があってのとと左のです。つま b 緊

※ 会則の変更K伴い、会費は本誌の代金を含めて年額回O円と左払と ※ 

護 れに規制されて量的Kは前号の半分以下K左bましたo量よ b質の原 養
護 則を堅持した積bですが、いかがでしょうか。 ※ 

奴

議 最後K一言、何か執筆者の固枇が進んでいるようKも感じられま 姿
※ すが、とと地学K関する限払どん左種類の原稿でも結構ですから、 ※ 

奈 どしどL糊して郎、本誌を皆様の力ですとやか開てつづけて下 愛
護 さいo原稿を頂いた方々K深〈感謝して後記のむすびとします。 委

譲※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※護

岩手の地学第 4号

昭和 47年 4月30日印刷 昭和 47年 5月 1日発行

編集兼発行者 盛岡市上回(郵便番号 020) 

岩手大学教育学部地学教室内

岩手県地学教育研究会

電話盛岡 ω5171内線430

振替盛岡 202 2番

印 刷所 盛岡市本町通 2丁目 8-7 

河北印刷株式会社

電話盛岡 ω4256(代)
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岩本式岩石切断研磨機

鉱物岩 石 標本 一 般

野 外 録集 用 器 具

各 種 鉱 物 切断研 磨

理 化 学~ 械一 般

有限
. 岩本鉱産物商会
会社.

TEL.東以 (379)3467・3468

東京都渋谷氏代々 木 1γ目26番 l丹

地学の現代化にお役立て下さい

11 本I血'下救f，.学会j{~せん品

0生徒用 簡易偏光顕微鏡
(ポラスタ ー)

ニコルスクリーンによる

Of印 ・研究用偏光投影機
(ポラピジョン)

0各種岩石薄片製作
(カタログ:(:i)

有限会社北辰光器製作所
東京都杉並区久我山 3-29-27 TEL 334-7959 

@ 
島津製作所持約庖

理化学器械、化学薬品、硝子器具

E孟E
22成瀬器械

盛岡市上回一丁目(ー高前)

たい積実験装置理。

岩石薄片切断研磨機

製 造 フE

式
社

株
会 丸東製作所

〒 135-91 東京都江東区白河 2-15-4 
TEL東京(03)643-2111(大代表)

48年度 用新編修

高等学校地学 1(蝉 407)

代表著者 島 津康 男
虫子学社発行の教科ftFは， 48年度用より ，

姉妹会社ー学校図 ， I ~ に発行者名殺を変吏
します。
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火山のカルテ津軽の岩木山 州大予防械-91背

86判 230ページ ￥ WO. ー(~ 75ー)

JI.(北のt也'l'tに限りない情熱をかたむける笥E者が、会〈
1Jiらしい1'j皮から縦備に メスを入れた泊木山1;1:、その全
容をJUIらかにした。本容は写Aや図版を多tiW入し、ど
れにでも統みやすくした。

神奈川県 地学のガイド

86判 296ページ￥ 480:-

1.浜I司k 見上敏三

?句11-1: 奥村 il! 

神奈川県の巡検好適地24ケ所を逃び、 地図や等兵を~
'/i';に入れ、だれにでもわかりやすくした。
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(株)小成ヘ理科教材は米国近代科学資材を取り扱う
ほんの一例、地学関係・・・テクタイト ・天然磁石 ・いん石 ・三葉虫外
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